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コ
ロ
ナ
禍
初
頭
、
外
で
遊

べ
な
い
児
童
養
護
施
設
の
児

童
・
生
徒
ら
に
ニ
ン
テ
ン
ド
ー

ス
イ
ッ
チ
な
ど
を
贈
り
、
た

く
さ
ん
の
笑
顔
と
〝
あ
り
が

と
う
〞
の
輪
を
広
げ
て
き
た

Ｍ
Ｅ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国

際
推
進
機
構
は
、
今
回
も
物

価
高
で
ゆ
と
り
の
な
い
子
育

て
家
庭
や
、
児
童
養
護
施
設

に
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
や
豪

華
な
お
せ
ち
料
理
を
贈
っ
た
。

　

年
の
瀬
を
前
に
、
生
活
に

困
窮
す
る
子
育
て
家
庭
を
対

象
と
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
の
無
料
配
布
イ
ベ
ン
ト
が

東
京
都
内
約
50
カ
所
で
行
わ

れ
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮ふ
ん

し
た
タ
レ
ン
ト
の
セ
イ
ン
＝

カ
ミ
ュ
氏
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
障
碍
者

自
立
支
援
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
）

ら
が
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な

ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
手
渡
し

た
。
主
催
し
た
の
は
一
般
社

団
法
人
ハ
ー
ト
リ
ボ
ン
協
会

で
、
田
中
正
志
代
表
理
事
の

呼
び
掛
け
に
協
力
し
、
萩
原

国
博
事
務
局
長
（
当
時
）
ら

が
募
金
活
動
を
展
開
し
、
１

０
２
万
３
０
０
０
円
が
集
ま

り
寄
贈
。

　

ま
た
、
新
年
を
前
に
高
鷲

学
園
（
羽
曳
野
市
南
恵
我
之

荘
２
―
６
―
20
）
を
は
じ
め

と
す
る
児
童
養
護
施
設
な
ど

で
親
と
過
ご
せ
な
い
児
童
生

徒
ら
を
対
象
に
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
の
お
せ
ち
料
理
１
６
５

食
（
４
人
前
／
食
）
が
贈
ら

れ
、
各
施
設
か
ら
感
謝
状
が

届
い
た
。

　

ま
た
「
犬
猫
の
殺
処
分
ゼ

ロ
の
社
会
」
を
目
指
し
活
動

す
る
株
式
会
社
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
Ｐ

Ｌ
Ｕ
Ｓ
（
神
戸
市
中
央
区
磯

上
通
８
―
１
―
29
）に
対
し
、

萩
原
事
務
局
長
よ
り
支
援
金

10
万
円
が
寄
付
さ
れ
た
。
細

川
祐
子
社
長
か
ら
「
年
末

年
始
は
譲
渡
会
が
で
き
ず
、

ペ
ッ
ト
シ
ェ
ル
タ
ー
も
困
窮

す
る
時
期
で
、
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
」
と
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

ミ
ッ
ト
の
開
催
に
向
け
た

折
衝
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
活
躍
し
て
き
た
伊
野
達

亮
管
理
室
長
が
事
務
局
長

に
、そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

　

ま
た
、
前
回
サ
ミ
ッ
ト

に
登
壇
し
、
忍
耐
力
・
協

調
性
・
自
制
心
な
ど
数
値

化
で
き
な
い
「
非
認
知
能

力
」
の
重
要
性

を
訴
え
活
動
す
る

東
口
る
み
氏
が
新

た
に
「
非
認
知
能

力
推
進
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」
に
就

任
し
た
。

　

※
２
面
に

子
育
て
エ
ッ

セ
ー
掲
載
。

西
野
勝
弘
代
表
と
と
も
に

共
同
代
表
に
、
こ
の
た
び

の
サ
ミ
ッ
ト
で
基
調
講
演

を
務
め
た
公
益
財
団
法
人

ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
医

学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
吉
川

敏
一
理
事
長
が
特
別
顧
問

に
、
萩
原
共
同
代
表
を
補

佐
し
、
機
構
の
実
務
や
サ

　　　　　　　　　　　　　

〒891-0104
鹿児島市山田町 2076-1
TEL 099-264-5611
FAX 099-264-5542
https://asti-hd.co.jp/

カメレオン・エンターテイメント
代表　江原弘樹
〒 578-0941
東大阪市岩田町 5-12-20 ロイヤルヒルズ 102 号
TEL 090-6212-2827
Hiroki0604peace@gmail.com

有限会社村田石油
〒 350-1213
埼玉県日高市高萩 569-1
TEL 042-989-8711
FAX 042-989-6511

株式会社竹本製作所
〒 590-0106
堺市南区豊田 963-1
TEL 072-290-1651
FAX 072-290-1652

〒 534-0015
大阪市都島区善源寺町 2-3-16・2F
TEL 06-6167-5010
https://miyako-bunseki.co.jp/

〒 579-8013
東大阪市西石切町 1-4-18-1F
MAIL　info@home-partner.jp

〒 547-0034
大阪市平野区背戸口１丁目２番 15号
ＴＥＬ 06-6704-0008
ＦＡＸ 06-6704-0027
https://naniwayozai.co.jp/

グローバルフェニックス株式会社
代表　嶋倉英晃
〒 530-0051
大阪市北区太融寺町 2-21 ニュープラザビル 8F
TEL 090-3036-6969

株式会社 Shinsei ホールディングス
〒 590-0021
大阪市中央区本町橋 2丁目 23
http://www.sin-sei.net/

一般社団法人

〒 532-0004
大阪市淀川区西宮原 2丁目 6番 16-408 号
TEL 072-744-3158
https://matsuzakikatsuhiko.com

株式会社ユニファイジャパン
〒 210-0007
神奈川県川崎市川崎区駅前本町 11-2
川崎フロンティアビル 12階Ａ -2
https://unify21.co.jp/

一般社団法人
国際医療交流会
理事　周瑞樹

〒 650-0013
神戸市中央区花隈町 16－７
ボールドエスカール 40A
TEL 090-9093-0948

　　　 KOEI Corporation.Inc
株式会社晃永コーポレーション
［本 社］ 〒 640-0344
和歌山市朝日 443 番地 2
TEL 073-479-2898
https://www.koei-inc.com/

AICONSALTANT株式会社 大阪支店
〒 530-0047
大阪市北区西天満 2-6-8 堂島ビルヂング 9階
TEL 06-4397-3170
FAX 06-4397-3171
https://aiconsul.net/company/

株式会社夢絆
〒 577-0056
東大阪市長堂１丁目 3-20
夢絆ビル３F
TEL 06-6743-6822

〒 530-0003
大阪市北区堂島 1-1-25 新山本ビル 6F
TEL 06-6131-7455
FAX 06-6131-7655
https://pay-route.co.jp/

株式会社ホクセイ
〒 669-3601
兵庫県丹波市氷上町成松 73
TEL 0795-82-1107
FAX 0795-82-1999

東重機工業株式会社
〒 661-0021
兵庫県尼崎市名神町 2-15-3
TEL 06-6427-7581

ハシモト・コーポレーション株式会社
Hashimoto Corporation

〒 167-0053
東京都杉並区西荻南 3-12-1 日伸西荻プラザ 204
TEL 03-6768-2911
携帯 090-1208-1200
https://www.hashimoto-corp.net/

〒 606-0806
京都市左京区鴨蓼倉町 44-8
TEL ／ FAX 075-702-8215

株式会社ＭＨＯＴ
〒 532-0004 
大阪市淀川区西宮原 2-6-16-337
TEL 06-6396-5400

株式会社バンデ
代表　川畠由践

TEL 080-8424-4676

合同会社さきがけ
再生可能エネルギー関連企業
〒 639-2301
奈良県御所市元町 10-68
TEL/FAX 0745-27-6460

〒 542-0074
大阪市中央区千日前 2-5-2 日本一
歯科センタービル 5F
TEL 06-6632-6480
https://www.taniguchi-shika.jp/

〒 583-0856
羽曳野市白鳥 2-16-38
船場ビル 202 号室
TEL 072-959-3881

ティーエス株式会社
〒 477-0037 愛知県東海市高横須賀町 1-35
TEL 0562-39-0007
FAX 0562-39-0008
http://www.thrive-s.jp/

Kaysons International Corporation
〒 651-0051
神戸中央区神仙寺通 2-1-15
TEL 078-231-1440
FAX 078-231-0797
http://www.ksons.com/

株式会社リノイエ
〒 351-0114
埼玉県和光市本町 3-2-301
TEL 048-202-5558
FAX 048-201-8931

Learning Inc.
株式会社ラーニング

〒 107-0062
東京都港区南青山 1丁目 3-23　Casa mia 3 階
TEL 03-6447-0079
携帯 090-2130-9097（顧問・岩倉拓哉）

株式会社ダイヘン
〒 532-8512
大阪市淀川区田川 2丁目 1番 11号
TEL 06-6301-1212（代表）

新
年
は
日
本
橋
三
越
本
店
×

京
都
料
亭
わ
ら
び
の
里
競
宴

お
せ
ち
㊧
を
囲
ん
で
㊦

心優しいパートナーとのマッチングを支援

㊧ハートリボンのサンタ
がケーキをプレゼント㊨
（左から）セイン＝カミュ
氏（タレント）、大野均氏
（ラグビー元日本代表）、
南美沙氏（モデル・俳優）、
石田純一氏（俳優）

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

8 月 10日〝夢洲サミット〟
開催へ新体制

One World , One Health の重要性
広
が
る

広
が
る 〝
あ
り
が
と
う
〞
の
輪

〝
あ
り
が
と
う
〞
の
輪

第 10回MET
イノベーション
サミット
YouTube で
絶賛配信中！

「グローバル視点から見たファッションの課題と教育」について討論する（左
から）一般社団法人 BMS・村上美文代表理事、一般社団法人ハートリボン協
会・田中正志代表理事、一般社団法人 LGB.T・長崎アンナ代表理事、学校法
人上田学園上田安子服飾専門学校トップクリエイター学科 3年生・大深岳氏、
榮井仁己氏、同 2年生・平川未悠氏、吉村莉奈氏、同・本川晴美副学科長

大阪市中央公会堂 EXPO2025EXPO2025
横
断
的
に
討
論
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

大
阪・関
西
万
博
に
む
け
て

学校法人 上田学園 上田安子服飾専門学校
〒 530-0012 
大阪市北区芝田 2丁目 5番 8号
TEL06-6371-1661
https://www.ucf.jp/

一般社団法人 BMS
〒 532-0003
大阪市淀川区宮原 1-19-10 新大阪エクセルビル 1003
TEL 06-7777-5466
https://bms8.info/

〒 105-0004
東京都港区新橋 3-2-12　高松ビル 5F
TEL 03-3501-7771
FAX 03-3501-7772
https://heart-ribbon.jp/

株式会社サンミュージックプロダクション
〒 160-8501
東京都新宿区左門町 4　四谷アネックス
https://www.sunmusic-gp.co.jp/

芸術福祉振興機構
GRACE SOCIETY

〒 350-1142
埼玉県川越市藤間 137-1-309
TEL 049-246-2294
FAX 049-246-0831

〒 557-0055
大阪市西成区千本南 1-3-2
　タイホウスクエア 2F
TEL 06-4398-1127
https://ama-kenshin.com/

一般社団法人　障がい者自立推進機構
〒 108-0023
東京都港区芝浦 3丁目 17-11　天翔田町ビル 1003
TEL 03-6436-0035
FAX 03-6436-0851
https://paralymart.or.jp/about/

株式会社森精肉店

〒 466-0013 名古屋市昭和区緑町 2-21-5
TEL 052-735-3150
FAX 052-784-5750

〒 923-8502
石川県小松市工業団地一丁目 93番地
TEL 0761-21-1144（代）
https://www.comany.co.jp/

NAKARA CLINIC
ナカラクリニック大阪院

〒 542-0081
大阪市中央区南船場 4-12-10
ACN心斎橋ビル４F
TEL 06-6281-1339

〒 583-0885
羽曳野市南恵我之荘 2-6-20
TEL 072-953-3881
FAX 072-953-3882
https://takawashigakuen.com/

19
世
紀
か
ら
20
世
紀
に
か
け
て
、
ア
フ
リ
カ
の
医
療
発
展
に
奔
走
し
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ

バ
イ
ツ
ァ
ー
博
士
が
掲
げ
た
「
生
命
へ
の
畏
敬
」
の
理
念
の
も
と
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
関
係
者
や
、
先
端
技
術
開
発
に
携
わ

る
事
業
者
ら
が
集
い
、社
会
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
横
断
的
に
討
論
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
Ｍ
Ｅ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
サ
ミ
ッ
ト
」
が
昨
年
12
月
17
日
、節
目
と
な
る
10
回
目
が
大
阪
市
中
央
公
会
堂
（
大
阪
市
北
区
中
之
島
１
）
で
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
Ｍ
Ｅ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
推
進
機
構
お
よ
び
Ｍ
Ｅ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
（
事
務
局
：
大
阪

市
中
央
区
谷
町
９
―
２
―
29
）。

　

令
和
３
年
よ
り
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
〝
非
接
触
〞
が
推
奨
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
感
染
対
策
を

万
全
に
施
し
た
上
で
〝
人
と
人
と
が
接
触
し
、触
発
し
あ
う
〞
こ
と
に
重
点
を
置
き
、と
き
に
来
場
者
も
座
談
に
参
加
す
る
な
ど
、

他
に
な
い
進
行
で
〝
人
の
輪
〞
を
拡
大
し
、
様
々
な
〝
化
学
反
応
〞
を
生
ん
で
き
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ

ｌ
ｄ
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
の
重
要
性
」、
基
調
講
演
を
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
学
の
第
一
人
者
で
、
京
都
府
立
医
科
大
学
学
長

な
ど
を
歴
任
し
た
公
益
財
団
法
人
ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
吉
川
敏
一
理
事
長
が
行
っ
た
。（
池
内
文
藏
）

　

基
調
講
演
で
吉
川
理
事

長
は
、
人
間
中
心
の
社
会

が
動
植
物
の
生
態
系
に
多

大
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て

い
る
こ
と
に
言
及
し
、
コ

ウ
モ
リ
が
感
染
源
と
さ
れ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
人
畜
共
通
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
拡
大
し
た
例
か

ら
、
地
球
上
の
生
態
系
の

保
全
は
、
ヒ
ト
お
よ
び
動

物
の
健
康
の
両
者
が
相

ま
っ
て
初
め
て
達
成
で

き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
重
要
性
を
強

調
。
急
速
に
進
む
日
本
の

熱
帯
化
に
危
機
感
を
持
つ

株
式
会
社
サ
イ
エ
ン
ス
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
青
山

恭
明
会
長
は
、
大
阪
・
関

西
万
博
会
場
の
熱
中
症
対

策
に
導
入
す
る
気
化
熱
技

術
を
無
重
力
空
間
内
で
の

シ
ャ
ワ
ー
に
応
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
気

軽
に
宇
宙
旅
行
を
楽
し
む

こ
と
の
で
き
る
近
未
来
図

を
披
露
。
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
の
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し

て
阪
神
淡
路
大
震
災
後
の

復
興
に
貢
献
し
、
人
と

人
、
仕
事
と
仕
事
を
繋
ぎ

続
け
て
き
た
一
般
社
団
法

人
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の
村
上
美
文
代

表
理
事
の
紹
介
に
よ
り
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て

登
壇
し
た
音
楽
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
・
ＹヤＡ
ＮナＡ
ＧギＩ

Ｍマ

ン
Ａ
Ｎ
氏
は
、
ケ
ツ
メ
イ

シ
、
フ
ァ
ン
キ
ー
モ
ン
キ

ー
ベ
イ
ビ
ー
ズ
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
楽
曲
を
提
供
し
、

日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
３

回
受
賞
。
世
界
規
模
で
活

躍
す
る
な
か
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
に
日
本
の

文
化
が
い
か
に
愛
さ
れ
て

い
る
か
を
熱
弁
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が

進
む
過
程
で
、
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
詐
欺
を
は
じ
め
と
し

た
詐
欺
被
害
は
１
日
５
億

円
に
も
の
ぼ
る
。
Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
ア
ク
ワ
イ
リ
ン
グ
・
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
（
決
済
シ
ス

テ
ム
利
用
サ
ポ
ー
ト
事

業
）
を
担
う
株
式
会
社

Ｐペ

イ
Ａ
Ｙ
Ｒル

ー

ト

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
の
田

川
涼
代
表
取
締
役
は
、
巧

妙
に
仕
組
ま
れ
た
詐
欺
の

過
程
を
解
説
し
た
上
で
、

自
社
で
開
発
し
た
サ
ー
ビ

ス
側
・
ユ
ー
ザ
ー
側
の
双

方
向
で
認
証
す
公
開
鍵
・

秘
密
鍵
を
用
い
た
決
済
シ

ス
テ
ム
「
Ｒ
Ｃ
―
Ａ
ｕ
ｔ

ｈ
」
を
紹
介
。
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
、
安
定

供
給
が
急
が
れ
る
太
陽
光

電
力
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
を

展
開
す
る
株
式
会
社
ダ
イ

ヘ
ン
Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
業
部
の
服

部
将の

ぶ
ゆ
き之
部
長
は
、
30
年
以

内
に
80
％
の
確
率
で
発
生

す
る
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
備
え
た
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
と
と

も
に
進
む
自
家
消
費
・
蓄

電
池
市
場
の
動
向
に
つ
い

て
解
説
し
た
ほ
か
、
機
構

の
副
代
表
で
株
式
会
社
ユ

ニ
フ
ァ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン
の

寺
田
常
徳
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
そ
れ

ら
の
研
究
開
発
に
向
け
、

国
家
や
学
閥
の
壁
を
越
え

た
新
規
研
究
支
援
「
ユ
ニ

フ
ァ
イ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
が
実
現
す
る
未
来

図
を
語
っ
た
。

　

各
講
演
後
の
座
談
に

は
、
日
本
国
際
警
察
協
会

の
金
髙
雅
仁
会
長
、
機
構

の
上
席
評
議
委
員
で
東
京

農
業
大
学
の
川
嶋
舟
准
教

授
、
７
月
の
参
議
院
選
挙

で
捲け

ん

土ど

重ち
ょ
う

来ら
い

を
期
す
長

尾
た
か
し
元
衆
議
院
議

員
、
宇
宙
工
学
に
精
通
し

機
構
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
伊
佐
進
一
前
衆
議

院
議
員
、
一
般
社
団
法
人

ハ
ー
ト
リ
ボ
ン
協
会
か
ら

田
中
正
志
代
表
理
事
、
一

般
社
団
法
人
Ｌ
Ｇ
Ｂ
．
Ｔ

か
ら
長
崎
ア
ン
ナ
代
表
理

事
ら
が
参
加
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
か

ら
見
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

課
題
と
教
育
」
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
学
校
法
人
上
田

学
園
上
田
安
子
服
飾
専
門

学
校
ト
ッ
プ
ク
リ
エ
ー
タ

ー
学
科
の
学
生
ら
が
、
各

界
の
第
一
人
者
が
登
壇
す

る
な
か
で
緊
張
し
な
が
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
力
強

く
語
っ
た
。

　

こ
の
日
は
中
野
洋
昌
国

土
交
通
大
臣
、
高
市
早
苗

衆
議
院
議
員
、
馬
場
伸
幸

衆
議
院
議
員
（
秘
書
代

読
）、
野
田
彰
子
東
大
阪
市

議
会
議
員
か
ら
祝
辞
が
届

い
た
。
総
合
司
会
は
西
野

勝
弘
代
表
、
森
山
美
波
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
が
務
め
た
。

第10回第10回 METイノベーションサミットMETイノベーションサミット

音楽プロデューサー
YANAGIMAN氏

株式会社ダイヘン
EMS事業部
服部将之部長

株式会社サイエンス
ホールディングス
青山恭明会長

株式会社 PAY ROUTE
田川涼代表取締役

公益財団法人ルイ・パス
トゥール医学研究センター
吉川敏一理事長

一般社団法人 BMS
村上美文代表理事

村上美文副代表

伊野達亮事務局長

萩原国博共同代表

東口るみ
非認知能力推進
アンバサダー

吉川敏一特別顧問

１
日
に
発
足
し
た
。

　

機
構
設
立
よ
り
共
同
代

表
・
名
誉
会
長
な
ど
を
歴

任
し
て
き
た
東
京
医
科
大

学
大
学
院
の
猪
口
孝
一

名
誉
教
授
が
名
誉
顧
問

に
、
設
立
前
よ
り
機
構
の

礎
石
と
し
て
奔
走
し
て
き

た
萩
原
国
博
事
務
局
長
が

　

２
０
２
５
大
阪
・
関
西

万
博
に
向
け
て
〝
命
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
〞

の
青
写
真
を
描
き
活
動
し

て
き
た
同
機
構
は
、
４
月

13
日
に
迫
っ
た
開
幕
お
よ

び
万
博
の
メ
イ
ン
会
場
で

あ
る
夢
洲
で
予
定
し
て
い

る
11
回
目
の
サ
ミ
ッ
ト
を

見
据
え
た
新
体
制
を
１
月
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十
一

家
次
、
謎
の
遺
骸
を
堺
に
葬
る

　

槍
を
脇
に
抱
え
た
騎
馬
の
賊ぞ

く
は
、
半

蔵
の
い
な
い
側
に
回
る
と
、
鐙

あ
ぶ
みを
踏
ん

で
馬
上
を
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が
っ
た
。

次
に
穂
先
を
駕か

ご籠
の
屋
根
の
中
央
に
狙

い
を
定
め
、「
ご
免
」
の
掛
け
声
と
と

も
に
槍
の
柄
を
両
手
で
握
っ
て
、
勢
い

よ
く
飛
び
下
り
る
。
そ
れ
を
見
た
高
崎

藩
士
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
た
。

　

賊
は
酒
井
家
の
者
た
ち

に
気
づ
い
て
逃
げ
た
。
担

ぎ
手
が
放
置
し
た
駕
籠
の

屋
根
に
、
槍
の
柄
が
無
言

で
立
っ
て
い
た
。
穂
先
は

地
面
に
達
し
て
い
る
よ
う

だ
。
家
来
た
ち
が
全
員
虫
の
息
で
転
が

る
な
か
、
一
人
服
部
半
蔵
だ
け
が
立
っ

て
い
て
、
両
手
で
槍
を
抜
い
て
投
げ
捨

て
、
小
窓
か
ら
そ
っ
と
中
を
覗の

ぞ
い
た
。

　

す
る
と
半
蔵
は
肌は

だ

脱ぬ

ぎ
に
な
り
、

太た

ち刀
で
腹
を
横
一
文
字
に
切
り
裂
く
と

地
面
に
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
半
蔵

は
苦
し
ん
で
い
た
が
、
酒
井
家
次
に
は

大
御
所
の
安
否
が
気
掛
か
り
だ
っ
た
。

そ
こ
へ
数
十
騎
の
騎
馬
兵
を
率
い
た
柳

生
又ま

た
え
も
ん

右
衛
門
宗む

ね
の
り矩
が
駆
け
つ
け
て
く

る
。
家
次
は
半
泣
き
の
声
を
絞
り
出
し

た
。

　
「
柳
生
又
右
衛
門
、
我
ら
酒
井
藩
が
、

も
う
少
し
早
く
駕
籠
に
追
い
つ
い
て
い

た
な
ら
…
」

　

宗
矩
は
馬
か
ら
降
り
る
な
り
、「
介か

い

錯し
ゃ
くい
た
す
、ご
免
！
」
と
一
声
叫
ぶ
と
、

半
蔵
の
首
を
皮
一
枚
残
し
て
刎は

ね
た
。

彼
が
胡あ

ぐ
ら座
を
か
き
、
う
め
き
声
を
上
げ

て
苦
し
ん
で
い
た
か
ら
だ
。

　
「
酒
井
殿
、
勘
違
い
な
さ
ら
ぬ
よ
う

に
。
駕
籠
の
中
を
確
か
め
ら
れ
よ
」

　

そ
う
宗
矩
に
言
わ
れ
、
家
次
は
慌
て

て
小
窓
の
御
簾
を
開
け
て
中
を
確
か
め

る
が
、
ど
う
見
て
も
事
切
れ
て
い
る
の

は
大
御
所
だ
っ
た
。

　
「
亡
く
な
ら
れ
た
は
、
大
御
所
様
の

影
武
者
で
ご
ざ
る
」
と
宗
矩
は
酒
井
家

の
家
人
た
ち
に
も
聞
こ
え
る
大
声
で
申

し
た
。
そ
う
言
わ
れ
て
も
家
次
に
は
信

じ
ら
れ
な
い
。
す
る
と
宗
矩
は
に
じ
り

よ
り
、

　
「
四
の
五
の
申
す
と
、
役
目
柄
、
酒

秘
帖
酒
井
藩
大
坂
参
陣
録

秘
帖
酒
井
藩
大
坂
参
陣
録

霧
山
文
三
郎

歴史小説

大
人
も
同
じ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

た
だ
、大
切
な
の
は
「
ど

ち
ら
が
正
解
か
」
で
は
な

く
、
子
ど
も
が
自
分
の
気

持
ち
を
整
理
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
こ
ん
な
問
い

か
け
が
役
に
立
つ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
「
受
験
し
た
い
気
持
ち
」

と
「
し
ん
ど
い
気
持
ち
」、

ど
っ
ち
が
今
の
自
分
に

と
っ
て
大
き
い
？

　
「
何
が
し
ん
ど
い
の
？
」

　
（
宿
題
の
量
？　

時
間
が

足
り
な
い
？　

勉
強
の
内

容
？
）

　
「
も
し
受
験
し
な
か
っ
た

ら
、
ど
う
思
う
？
」

　

こ
う
し
た
問
い
を
通
し

て
、
子
ど
も
は
「
自
分
の

本
当
の
気
持
ち
」
に
少
し

ず
つ
気
づ
い
て
い
き
ま
す
。

　

親
が
で
き
る
の
は
、「
や

め
る
、
ま
た
は
続
け
る
」

を
決
め
る
こ
と
で
は
な
く
、

「
ど
ん
な
道
を
選
ん
で
も
応

援
す
る
よ
」
と
伝
え
る
こ

と
。

　
「
し
ん
ど
い
気
持
ち
も
、

挑
戦
し
た
い
気
持
ち
も
、

ど
ち
ら
も
大
事
に
し
て
い

い
よ
」
そ
う
伝
え
な
が
ら
、

子
ど
も
が
自
分
の
気
持
ち

　

親
と
し
て
、
毎
日
頑
張

る
わ
が
子
を
見
て
い
る
と
、

「
こ
ん
な
に
苦
し
む
な
ら
、

や
め
て
も
い
い
の
で
は
？
」

と
思
う
の
は
自
然
な
こ
と

で
す
。

　

し
か
し
、
息
子
さ
ん
自

身
は
「
宿
題
は
大
変
で
も

受
験
も
し
て
み
た
い
」
と

葛
藤
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
「
し
ん
ど
い
」
と
「
挑
戦

し
た
い
」。
こ
の
２
つ
の
気

持
ち
の
間
で
揺
れ
る
の
は
、

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就
任
し
て
か
ら
、
す
ご
い
勢

い
で
世
の
中
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
報
道

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、
チ
ラ
リ
ホ
ラ
リ
と

メ
デ
ィ
ア
に
出
始
め
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
数
年

前
か
ら
騒
が
れ
て
い
た
こ
と
が
陰
謀
論
で
は
な
く

現
実
化
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
ず
は
ワ
ク
チ
ン
が
免
疫

力
を
下
げ
る
こ
と
が
公
に
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

も
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
相
続
税
申
告
の
件

数
が
す
ご
い
勢
い
で
増
え
て

お
り
、
数
年
前
か
ら
予
想
を

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
想
像

以
上
に
多
く
て
私
も
目
が
回
り
そ
う
で
す
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
外
交
に
関
税
を
あ
げ
る
政
策
、
ま
し
て

や
領
土
拡
大
的
な
話
を
メ
デ
ィ
ア
は
し
て
お
り
ま
す

が
、そ
の
裏
に
あ
る
事
実
が
見
え
て
い
な
い
の
で
す
。

　

芸
能
界
・
メ
デ
ィ
ア
・
政
治
家
の
裏
で
今
ま
で
何

が
行
わ
れ
て
き
た
か
？　

最
大
の
タ
ブ
ー
で
あ
る
人

身
売
買
が
い
よ
い
よ
出
始
め
て
い
ま
す
。
ケ
ネ
デ
ィ

暗
殺
の
文
書
も
公
開
さ
れ
そ
う
で
す
し
、
エ
プ
ス
タ

イ
ン
事
件
も
公
開
さ
れ
る
よ
う
で
、
メ
キ
シ
コ
に
関

し
て
も
ど
う
も
不
法
移
民
だ
け
な
の
か
、
人
身
売
買

が
か
ら
ん
で
い
る
の
か
、
今

ま
で
知
り
え
な
か
っ
た
情
報

が
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な
っ
て

か
ら
表
に
出
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

人
身
売
買
の
話
は
「
サ
ウ

ン
ド
・
オ
ブ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
」

と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
が
公
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
し
、
ま
す
ま
す
陰
謀
論
と

は
言
い
に
く
く
な
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
で
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
ア
ラ
ス
カ
や
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
で

小
型
機
の
墜
落
事
故
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
の
ヘ
リ

と
航
空
機
の
接
触
事
故
、
一
体
、
何
が
起
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

笑う笑う笑う
税理士税理士税理士

62

税理士 上西　知

変化する世の中

子
育
て
エ
ッ
セ
ー
39

し
ん
ど
い
と
挑
戦
し
た
い
の
間
で

慢
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

て
き
た
経
験
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
自
分
の
子

に
は
そ
ん
な
思
い
を
さ
せ

た
く
な
い
」
と
感
じ
る
の

は
自
然
な
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、逆
に「
し
ん
ど
い
」

と
言
え
な
か
っ
た
経
験
が

あ
る
人
ほ
ど
、
子
ど
も
の

辛
さ
に
過
剰
に
反
応
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
親
が
で
き
る

の
は
、
子
ど
も
の
気
持
ち

を
代
わ
り
に
背
負
う
こ
と

で
は
な
く
、
子
ど
も
が
し

ん
ど
さ
と
向
き
合
え
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
「
辛
い
ね
。
で
も
、
大
丈

夫
。
あ
な
た
な
ら
乗
り
越

え
ら
れ
る
」

　

そ
う
信
じ
て
見
守
る
こ

と
が
、
子
ど
も
の
成
長
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　「
助
け
る
こ
と
」
が
愛
情

だ
と
思
っ
て
い
る

　

子
ど
も
が
辛
そ
う
に
し

て
い
る
と
、
つ
い
「
助
け

な
き
ゃ
」
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当

に
大
切
な
の
は
「
助
け
る

こ
と
」
で
は
な
く
、「
自
分

で
乗
り
越
え
ら
れ
る
力
」

を
育
て
る
こ
と
で
す
。
子

ど
も
は
自
分
で
考
え
、
次

の
一
歩
を
選
び
取
る
力
を

育
み
ま
す
。

　

愛
情
と
は
、
楽
に
し
て

あ
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、

　

先
日
、
中
学
受
験
を
考

え
て
い
る
お
母
さ
ん
か
ら

相
談
を
受
け
ま
し
た
（
小

学
校
４
年
生
男
児
）。

　
「
宿
題
が
多
す
ぎ
て
、
息

子
が
辛
そ
う
で
…
。
無
理

に
受
験
し
な
く
て
も
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う

ん
で
す
」

を
整
理
で
き
る
よ
う
に
寄

り
添
う
こ
と
で
す
。

　
な
ぜ
、
親
は
見
守
れ
な

い
の
か
？

　
「
し
ん
ど
い
…
」
子
ど
も

が
そ
う
呟

つ
ぶ
やい
た
と
き
、
親

は
つ
い
「
無
理
し
な
く
て

い
い
よ
」「
も
う
や
め
る
？
」

と
手
を
差
し
伸
べ
た
く
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
当
に
そ
れ

が
子
ど
も
の
た
め
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

親
が
見
守
れ
な
い
理
由

に
は
、
い
く
つ
か
の
背
景

が
あ
り
ま
す
。

　
親
自
身
が
「
し
ん
ど
さ
」

に
耐
え
ら
れ
な
い

　

親
も
ま
た
、過
去
に
「
我

　

入
会
さ
れ
る
方

の
９
割
近
く
は
、

一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
で
す
。
生
涯

独
身
の
方
、
配
偶

者
と
死
別
し
お
子

さ
ん
が
い
な
い
方
、

お
子
さ
ん
は
い
る

が
疎
遠
、
海
外
に

永
住
し
て
い
て
お

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―
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◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年 一般社団法人介護総合支援センター主催

学ぼう、語り合おう、つながろう！学ぼう、語り合おう、つながろう！
令和7年  介護と福祉の勉強会令和7年  介護と福祉の勉強会

参加費　1,000 円（会員の方：無料）
申　込　090-3725-3520（北野）

会　場　エル・おおさか
　　　　大阪市中央区北浜東 3-4

身近な人の介護

1月12日（日）
会員勉強会 一般向けセミナー

3 月16日（日）
2月16日（日）

ディスカッションテーマ

9：30～11：30 ただいま新規会員募集中 !!

ソ
ン
グ
と
し
て
流
れ
た
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
景
気
に
沸
き
、
企

業
が
大
量
雇
用
し
た
時
期

で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長

期
に
は
「
企
業
戦
士
」「
猛

烈
社
員
」
と
い
っ
た
言
葉

も
あ
っ
た
。

　

家
庭
を
顧
み
ず
に
粉
骨

砕
身
、
勤
務
す
る
父
親
の

姿
が
思
い
浮
か
ぶ
。
外
国

で
は
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア

ニ
マ
ル
」
だ
と
揶や

ゆ揄
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

睡
眠
を
軽
視
し
、
寝
る

間
を
惜
し
ん
で
勤
労
す

る
、
あ
る
い
は
受
験
生
が

勉
強
す
る
こ
と
を
立
派
だ

と
美
化
す
る
社
会
。
日
本

で
は
今
も
っ
て
、「
多
忙
」

を
〝
美
徳
〞
と
す
る
傾
向

が
強
い
。
多
忙
な
人
が
尊

敬
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
24
時
間
働
け
ま
す
か
」

に
至
っ
て
は
、
睡
眠
を
否

定
し
て
い
る
。

　

日
本
に
住
む
人
び
と
の

睡
眠
時
間
は
、
あ
る
調
査

報
告
に
よ
る
と
、
平
均
で

７
時
間
22
分
だ
と
い
う
。

経
済
協
力
開
発
機
構
（
О

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
で
は
日

本
人
の
睡
眠
時
間
が
最
も

短
い
。
だ
が
、

現
実
に
は
７
時

間
の
睡
眠
時
間

を
確
保
で
き
て
い
る
人
は

少
な
い
だ
ろ
う
。
О
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
諸
国
で
平
均
睡
眠

時
間
が
８
時
間
未
満
の
国

は
日
本
と
韓
国
だ
け
で
あ

る
。
О
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の

平
均
睡
眠
時
間
は
８
時
間

25
分
と
な
っ
て
い
る
。

　

勤
務
先
の
学
生
に
生
活

面
の
目
標
を
聞
く
と
、「
規

則
正
し
い
生
活
を
心
が
け

る
」
と
言
う
。
し
か
し
、

午
前
中
の
授
業
時
間
に
眠

そ
う
に
し
て
い
る
学
生
に

「
何
時
に
ベ
ッ
ド
に
入
っ
た

の
か
」
と
尋
ね
る
と
、
午

前
３
時
と
か
午
前
４
時
と

答
え
る
学
生
も
い
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
動
画
を

視
聴
し
て
い
た
、
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の

理
由
で
あ
る
。
通
勤
時
間

に
居
眠
り
を
し
て
い
る
人

を
列
車
内
で
見
か
け
る
こ

と
も
多
い
。
睡
眠
不
足
が

原
因
で
疲
れ
て
い
る
人
が

い
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

睡
眠
不
足
を
奨
励
す
る

　
「
夜
な
べ
」
と
い
う
言

葉
か
ら
、
こ
の
母
親
は
睡

眠
時
間
を
削
っ
て
、
遠
方

に
住
む
子
ど
も
の
た
め
に

手
袋
を
編
ん
で
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
家
族
の

誰
よ
り
も
遅
く
寝
て
、

誰
よ
り
も
早
く
起
床

す
る
多
忙
な
母
親
。
母
親

の
理
想
像
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
24
時
間
働
け
ま
す
か
」

　

第
一
三
共
ヘ
ル
ス
ケ
ア

が
１
９
８
８
年
に
栄
養
ド

リ
ン
ク
の
「
リ
ゲ
イ
ン
」

を
発
売
し
た
当
時
、
Ｃ
М

　
「
か
あ
さ
ん
が
／
夜
な
べ

を
し
て
／
手
袋
あ
ん
で
く

れ
た
／
木
枯
ら
し
吹
い
ち

ゃ
／
冷
た
か
ろ
う
て
／
せ

っ
せ
と
あ
ん
だ
だ
よ
／
ふ

る
さ
と
の
／
便
り
は
と
ど

く
／
い
ろ
り
の
に
お
い
が

し
た
」

　

有
名
な
童
謡
・
唱
歌
「
か

あ
さ
ん
の
歌
」
の
一
節
で

あ
る
。
母
親
の
子
ど
も
を

案
じ
る
心
情
と
母
親
の
愛

情
に
感
謝
す
る
子
ど
も
の

心
境
が
見
事
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。

睡
眠
不
足
解
消

睡
眠
不
足
解
消

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
５
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
73

医
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

睡
眠
不
足
が
続
く
と
、
ど

う
し
て
も
集
中
力
や
意
欲

が
低
下
す
る
。
仕
事
や
勉

学
の
効
率
が
低
下
す
る
と
、

業
績
や
成
績
に
支
障
を
来

た
す
。
生
産
性
の
低
下
は

日
本
経
済
に
と
っ
て
の
損

失
と
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
を
図
る
た
め
に
は

設
備
投
資
が
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
の
投
資
不
足
が
日

本
の
生
産
性
を
下
押
し
し

て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
だ
が
、
設
備
投
資

の
積
み
上
げ
と
と
も
に
成

し
遂
げ
る
べ
き
は
、
睡
眠

不
足
の
解
消
で
あ
る
。
積

極
的
に
休
暇
を
と
る
人
こ

そ
が
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

山
田
あ
か
ね
監
督２

月
21
日
　
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

侵
略
直
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
駆
け
つ
け
た
日
本
人
監
督
が
見
た

も
う
一
つ
の
闘
い

２
月
28
日
18
時
の
回
終
了
後
、
山
田
あ
か
ね
監
督
と
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化

交
流
協
会
・
小
野
元
裕
会
長
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
十
三
・
シ
ア
タ
ー
セ
ブ
ン
）

犬
と
戦
争 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
私
が
見
た
こ
と

井
家
全
員
を
手
討
ち
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
小
声
で
囁

さ
さ
や
きき
、

　
「
ご
他
界
な
さ
れ
た
は
大
御
所
様
の

腹
違
い
の
弟
、
内
藤
豊ぶ

ぜ
ん
の
か
み
の
ぶ
な
り

前
守
信
成
殿
で

ご
ざ
る
」
と
打
ち
明
け
た
。

　

内
藤
信
成
は
三
年
前
に
亡
く
な
っ
た

筈
だ
が
、
大
御
所
が
自
身
の
天
命
が
尽

き
た
後
の
天
下
の
乱
れ
を
心
配
し
、
三

年
前
に
信
成
を
死
ん
だ
こ
と
に
し
て
影

武
者
に
仕
立
て
て
い
た
の
だ
、
と
説
明

し
た
。

　
「
そ
う
で
あ
っ
た
か
、

半
蔵
に
は
可
愛
そ
う
な

こ
と
を
し
た
」
と
家
次

は
嘆
息
す
る
。

　
「
拙せ

っ
し
ゃ者
は
賊
を
見
て

お
ら
ぬ
が
、
ご
家
来
衆
に
心
当
た
り
は

な
い
か
」
と
宗
矩
は
問
う
。
酒
井
家
の

一
人
が
、
賊
が
全
員
、
右
肩
に
下
り
藤

の
家
紋
を
染
め
た
布
切
れ
を
付
け
て
お

っ
た
、
と
言
う
。
そ
れ
で
賊
は
後
藤
又

兵
衛
の
残
党
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　
「
こ
ち
ら
で
こ
の
後
始
末
を
し
て
お

く
か
ら
、
酒
井
家
の
方
々
で
、
こ
の
駕

籠
を
堺
南な

ん
し
ゅ
う
じ

宗
寺
ま
で
運
び
、
そ
っ
と
埋

葬
し
て
き
て
く
れ
」
と
宗
矩
は
家
次
に

命
じ
る
。

　
「
大
御
所
様
は
確
か
に
ご
無
事
な
の

か
」
と
の
家
次
の
問
い
に
は
、

　
「
将
軍
家
の
陣
に
無
事
に
避
難
さ
れ

て
お
る
」
と
笑
っ
て
答
え
た
。

　

別
れ
際
に
宗
矩
は
姿
勢
を
改
め
、
こ

う
告
げ
る
の
だ
っ
た
。

　
「
酒
井
左さ

え
も
ん
の
じ
よ
う

衛
門
尉
、
こ
れ
は
旗
本
柳

生
又
右
衛
門
で
は
な
く
、
上
様
か
ら
の

お
言
葉
と
思
い
、し
か
と
聞
く
が
よ
い
。

こ
こ
で
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
一

切
他
言
無
用
な
る
ぞ
」

　

宗
矩
は
鬼
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
眼
差

し
で
、
家
次
並
び
に
家
来
た
ち
を
睨
み

付
け
た
。

　

酒
井
家
の
一
行
は
内
藤
信
成
の
遺
体

を
乗
せ
た
駕
籠
を
担
ぎ
、
紀
州
街
道
を

南
に
下
り
、
堺
の
町
を
南
へ
と
進
み
、

南
宗
寺
に
到
着
し
た
。
住
職
は
埋
葬
者

が
誰
な
の
か
は
問
わ
な
か
っ
た
が
、

　
「
一
体
何
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
か
」

と
だ
け
、
家
次
に
問
う
た
。

　
「
こ
の
御
方
は
徳
川
家
の
さ
る
御ご

じ
ん仁

で
ご
ざ
る
が
、豊
臣
方
と
の
戦
の
最
中
、

後
藤
又ま

た
べ
え

兵
衛
の
一
団
に
駕
籠
毎
槍
に
突

か
れ
た
の
で
ご
ざ
る
」
と
家
次
は
口
か

ら
出
任
せ
に
答
え
、

　
「
だ
が
こ
の
こ
と
、
一
切
口
外
無
用

ぞ
」
と
南
宗
寺
に
は
念
を
押
し
た
。

あるべき福祉実践を考える集会
ウクライナの勝利と平和を祈る～ロシアによるウクライナ全面侵攻３年
日　時　２月 24 日（月）
会　場　西宮市高木公民館講堂　9 時 30 分～12 時
　　　　（阪急電車西宮北口駅北改札から約 1 ㎞東　瓦木消防署南隣　西宮市高木東町 15-10）
　　　　西宮市瓦木公民館講堂　12 時 30 分～15 時 30 分　
　　　　（阪急電車西宮北口駅南改札から約 1 ㎞東　瓦木支所の上　西宮市瓦林町 8-1）
内　容　講　演　堀智晴（元大阪市立大学教授）
　　　　報　告　西定春（社会福祉法人すばる福祉会理事長）
　　　　アピール　小野元裕（日本ウクライナ文化交流協会会長）
　　　　カトウ・カテリーナ（一般社団法人関西ウクライナ友好協会理事長）
　　　　コンサート　Ono Aki（歌手）ほか出演
主　催　社会福祉法人すばる福祉会（西宮市上大市５－１－８ TEL0798-53-0122）
協　力　日本ウクライナ文化交流協会・一般社団法人関西ウクライナ友好協会
後　援　西宮市　

すばる福祉会創立45周年記念
２
月
24
日
　17
時
30
分
〜
18
時
30
分

場
　
所
：
近
鉄
生
駒
駅
前

主
　
催
：Ｎ
Ｇ
Ｏ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
生
駒

問
合
先
：
０
９
０
ー
７
１
０
７
ー
６
２
５
９
（
代
表
：
星
野
智
）

ロ
シ
ア
侵
略
３
年
　
抗
議
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

子
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
ら
れ
な
い
方
な
ど
。

様
々
な
境
遇
に
あ
る
な
か

で
、
定
期
的
な
安
否
確
認

や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
駆

け
付
け
や
介
護
認
定
の
お

手
伝
い
な
ど
、
入
会
さ
れ

た
方
の
ご
家
族
の
よ
う
な

存
在
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト

を
３
６
５
日
24
時
間
体
制

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
さ
ま
か
ら
は
「
一

人
で
出
か
け
る
の
は
不

安
」「
何
か
あ
っ
た
と
き

に
頼
れ
る
身
寄
り
が
な

い
」「
い
ざ
と
い
う
と
き

に
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

を
相
談
で
き
る
相
手
が
い

な
い
」
な
ど
の
お
問
い
合

わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
さ
ま
の
お

子
さ
ん
や
そ
の
他
の
親
族

の
方
か
ら
は
「
親
の
こ
と

は
心
配
だ
が
自
分
自
身
も

病
気
を
持
っ
て
い
て
、
サ

ポ
ー
ト
が
難
し
い
」「
親

の
面
倒
を
見
た
い
が
海
外

に
い
て
す
ぐ
に
駆
け
付
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
親

の
老
後
の
こ
と
を
相
談
で

き
る
相
手
が
い
な
い
」
な

ど
の
ご
相
談
を
い
た
だ
き

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
３
つ
の
体
験

事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
大
阪
府
交
野
市
・
女
性
・

88
歳
】

　

配
偶
者
に
先
立
た
れ
、

お
子
さ
ん
が
仕
事
を
辞

め
、
ご
自
分
の
家
族
と
親

御
さ
ん
の
介
護
の
二
重
生

活
を
送
っ
て
い
た
方
か
ら

ご
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
と
し
て
は
、「
二

重
生
活
が
長
く
続
く
こ
と

へ
の
不
安
が
あ
り
、
少
し

で
も
解
消
し
た
い
」。

　

一
方
で
、「
親
を
で
き

る
だ
け
自
宅
で
面
倒
を
見

た
い
」
と
の
思
い
を
お
持

ち
で
し
た
が
い
よ
い
よ
難

し
く
な
り
、
私
た
ち
に
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
介
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
私
た
ち
は
二
重
生
活

を
続
け
る
お
子
さ
ん
の
た

め
に
１
週
間
の
内
、
数
日

を
私
た
ち
が
親
御
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

実
際
の
支
援
は
利
用
者
さ

ん
が
飼
っ
て
い
た
猫
の
面

倒
を
見
、
利
用
者
さ
ん
が

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
帰
っ

て
く
る
際
に
ご
自
宅
で
お

出
迎
え
し
、
お
子
さ
ん
が

来
る
ま
で
の
間
、
話
し
相

手
や
見
守
り
を
実
施
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を

利
用
さ
れ
た
際
、
帰
宅
時

の
送
迎
・
見
守
り
。
私
た

ち
が
介
入
す
る
こ
と
で
、

お
子
さ
ん
に
少
し
の
時
間

の
余
裕
が
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
介

入
す
る
ま
で
は
、
お
子
さ

ん
が
短
時
間
で
ご
自
宅
と

ご
実
家
を
移
動
し
て
い
た

た
め
、
身
体
的
疲
労
や
何

か
あ
っ
た
と
き
の
不
安
感

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

介
入
し
た
こ
と
で
軽
減
で

き
、
少
し
だ
け
ゆ
と
り
を

持
つ
時
間
が
で
き
た
と

仰
っ
て
い
ま
し
た
。

寄稿 一人暮らし高齢者の支援体験から①
い
き
い
き
つ
な
が
る
会

い
き
い
き
つ
な
が
る
会

　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
い
き
い
き
つ
な
が
る
会
で

は
、
10
年
以
上
に
わ
た
り
様
々
な
環
境
に
お

か
れ
た
高
齢
者
の
身
元
保
証
や
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
体
験
し
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ス
タ
ッ
フ

福
場
純
一

　

自
衛
官
が
集
ま
ら
な
い
。
令
和
５
年
度

は
２
万
人
の
募
集
に
対
し
１
万
人
し
か
採

用
で
き
な
か
っ
た
。
世
の
中
は
人
材
不
足

に
対
し
て
初
任
給
の
高
額
化
や
賃
上
げ
、

処
遇
改
善
な
ど
と
、
あ
の
手
こ
の
手
で
知

恵
を
絞
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
が
「
で
き
る
、
で
き
な
い
」
の
企
業
の

格
差
は
格
差
を
超
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
存
続
の

流
れ
に
飲
み
込
ま
れ
か
ね
な
い
。
自
衛
隊
の
隊
員

不
足
な
ど
は
以
前
か
ら
言

わ
れ
て
い
た
。
よ
う
や
く

１
月
31
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
自
民
党
の
中
曽

根
康
隆
議
員
が
質
問
し
た
。
政
府
と
し
て
「
自
衛

官
の
処
遇
・
勤
務
環
境
の
改
善
及
び
新
た
な
生
涯

設
計
の
確
立
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
決
定
。
30

を
超
え
る
手
当
な
ど
の
新
設
・
金
額
の
引
き
上
げ
、

若
い
世
代
に
は
勤
務
環
境
の
改
善
と
や
り
が
い
と

働
き
が
い
を
述
べ
て
い
る
。
退
官
後
の
不
安
の
な

い
生
活
や
自
衛
官
と
し
て
の
生
涯
設
計
（
再
就
職

な
ど
）
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
も
の
だ
。
ま
ず
一

歩
と
し
て
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
自
衛

官
不
足
が
解
決
さ
れ
る
ほ
ど
甘
く
な
い
。

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
若
い
世
代
は
入
隊
を
嫌
う
の

か
。「
誇
り
と
名
誉
」
あ
る
職
業
と
し
て
生
涯
を

通
じ
、「
命
を
か
け
国
を
守
る
地
位
」
で
あ
る
「
特

別
職
国
家
公
務
員
」
だ
。
そ
れ
に
相
当
す
る
処
遇

（
地
位
）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
子

ど
も
た
ち
が
街
を
行
く
凛り

り々

し
い
自
衛
官
の
制
服

姿
に
リ
ス
ペ
ク
ト
し
あ
こ
が
れ
を
抱
く
社
会
を
議

論
し
て
ほ
し
い
。

　

現
役
時
代
の
同
僚
か

ら
の
メ
ー
ル
を
紹
介
す

る
。
初
孫
が
一
般
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
自
衛
隊

の
「
幹
部
候
補
生
」
募
集
に
応
募
し
、
昨
年
４
月

か
ら
の
知
力
・
体
力
の
厳
し
い
訓
練
（
10
人
が
離

脱
）
を
経
て
「
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
」
を
卒

業
、「
陸
上
自
衛
隊
健
軍
駐
屯
地
」
に
移
動
し
た

と
い
う
。

　

技
術
指
導
者
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
す
る
祖
父

の
言
動
に
影
響
を
受
け
た
に
違
い
な
い
。
企
業
戦

士
は
後
期
高
齢
者
に
な
る
も
気
概
あ
る
孫
の
便
り

を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。

晴耕雨読

自
衛
官
の
生
涯
設
計

成
長
を
信
じ
る
こ
と
な
の

で
す
。

　

そ
う
思
え
る
と
、
親
は

「
助
け
る
」
の
で
は
な
く
、

「
信
じ
て
見
守
る
」
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

親
自
身
も
、「
見
守
る
力
」

を
育
て
る
の
で
す
。

　

見
守
れ
な
い
の
は
、「
子

ど
も
を
守
り
た
い
」
と
い

う
純
粋
な
愛
情
か
ら
く
る

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
本
当
に
子
ど

も
の
力
に
な
る
の
は
、
す

ぐ
に
解
決
す
る
こ
と
で
は

な
く
、「
し
ん
ど
い
ね
。
で

も
、
あ
な
た
な
ら
大
丈
夫
」

と
信
じ
て
見
守
る
こ
と
で

す
。

М
Ｅ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
推
進
機
構

非
認
知
能
力
推
進
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

東
口
る
み
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成
し
、
奈
良
県
限
定
流
通

の
創
業
銘
柄
「
三
諸
杉
」

に
加
え
て
「
み
む
ろ
杉
」

と
い
う
新
銘
柄
を
生
み
出

し
た
。
三
輪
か
ら
日
本
全

国
、
そ
し
て
世
界
へ
と
発

信
す
る
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
は
ま
る
で
経
済
小
説

の
よ
う
で
、
参
加
者
の
心

を
掴
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
川
西
孝
彦
社

長
（
43
）
の
挨
拶
と
来
賓

挨
拶
が
あ
り
、
い
よ
い
よ

懇
親
会
に
。
名
刺
交
換
を

し
な
が
ら
和
気
藹あ
い
あ
い々
と
時

間
は
流
れ
た
。

　

最
後
は
、
創
業
者
で
あ

る
川
西
修
会
長
（
78
）
に

よ
る
中
締
め
で
会
が
閉
じ

ら
れ
た
。

レッキス工業株式会社

９
年
）
が
始
ま
っ
た
開
国

の
時
代
で
も
あ
り
ま
し

た
。
自
由
貿
易
で
物
価
は

上
が
り
人
び
と
の
生
活
が

苦
し
く
な
り
、「
外
国
」

の
せ
い
だ
と
外
国
人
を
武

力
な
ど
で
排
斥
す
る
攘じ

ょ
う
い夷

派
テ
ロ
に
よ
る
外
国
人
襲

撃
事
件
が
頻
発
し
ま
し

た
。

　

ま
た
欧
米
列
強
に
よ
る

日
本
の
植
民
地
化
計
画
が

ひ
そ
か
に
進
行
も
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
現
代
に

お
い
て
も
安
全
保
障
面
か

ら
教
訓
と
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

　

さ
て
、
本
題
の
「
幕
末

の
３
舟
」
と
は
江
戸
を
戦

火
か
ら
救
っ
た
勝
海
舟
、

山
岡
鉄
舟
、
高
橋
泥
舟
の

３
人
の
こ
と
。

　

１
８
６
８
年
２
月
に
江

戸
城
か
ら
上
野
・
寛
永
寺

の
大
慈
院
に
入
っ
た
徳
川

慶
喜
は
勝
に
「
ご
苦
労
だ

が
駿
府
ま
で
行
っ
て
、
自

分
が
蟄ち

っ
き
ょ居
恭
順
し
て
お
と

な
し
く
し
て
い
る
こ
と
を

直
接
伝
え
て
く
れ
な
い

か
」
と
。
勝
は
陸
軍
総
裁

で
す
か
ら
、
行
く
と
捕
縛

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

取
り
や
め
に
な
り
、
代
わ

り
に
浮
上
し
た
の
が
高
橋

泥
舟
で
す
。　

　

泥
舟
は
鳥
羽
・
伏
見
の

戦
い
の
後
、
慶
喜
に
恭
順

を
説
き
、
上
野
の
寛
永
寺

で
蟄
居
し
た
と
き
の
身
辺

警
備
を
す
る
隊
長
で
す
か

ら
江
戸
を
離
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
泥
舟
は
自
分

の
代
わ
り
に
義
弟
で
あ
る

精
鋭
隊
頭
山
岡
鉄
太
郎

（
鉄
舟
）
を
推
薦
し
ま
し

た
。

　

鉄
舟
は
東
征
軍
参
謀
の

西
郷
隆
盛
を
知
り
ま
せ
ん

の
で
予
備
知
識
を
得
る
た

め
陸
軍
総
裁
勝
海
舟
を
訪

ね
ま
す
。
勝
は
初
対
面
の

鉄
舟
を
見
た
瞬
間
に
「
こ

の
男
は
で
き
る
」と
認
め
、

預
か
り
の
身
（
薩
摩
藩
が

江
戸
攪か

く
ら
ん乱
し
た
際
の
総
大

将
）
で
あ
る
薩
摩
藩
士
益

満
休
之
助
を
案
内
役
に
立

て
て
駿
府
へ
向
か

わ
せ
ま
し
た
。

　

西
郷
は
鉄
舟
の

真
摯
な
態
度
に
感
じ
入
り

ま
す
。
江
戸
城
開
城
の
基

本
条
件
に
つ
い
て
合
意

し
、
徳
川
家
へ
開
戦
回
避

に
向
け
た
条
件
の
提
示
が

な
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
勝
が
西
郷
と

江
戸
城
開
城
に
つ
い
て
会

談
（
１
８
６
８
年
３
月
）

し
、
同
４
月
に
江
戸
城
は

無
血
開
城
と
な
っ
た
の
で

す
。

　

江
戸
無
血
開
城
に
は

「
幕
末
の
３
舟
」
抜
き
で

は
語
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

幕
末
は
ド
ラ
マ
の
宝
庫

で
す
。

　
「
幕
末
」
と
は
新
旧
の

勢
力
が
激
突
し
崩
壊
す
る

疾
風
怒
濤
の
時
代
。ま
た
、

「
幕
末
」
と
は
徳
川
幕
府

の
末
期
の
こ
と
。

　

一
般
的
に
は
、
開
国
を

求
め
る
ペ
リ
ー
の
浦
賀
来

航
（
１
８
５
３
年
）
か
ら

最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜
が

朝
廷
に
政
権
を
返
上
し
た

大
政
奉
還（
１
８
６
７
年
）

ま
で
で
す
。

　

そ
の
他
に
象
徴
的
な
江

戸
城
無
血
開
城
（
１
８
６

８
年
）
や
旧
幕
府
軍

と
新
政
府
軍
の
戦
い

で
あ
る
戊
辰
戦
争
終

結
（
１
８
６
９
年
）、
幕

藩
体
制
が
完
全
に
な
く

な
っ
た
廃
藩
置
県
（
１
８

７
１
年
）
を
終
期
と
す
る

説
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
江
戸
城
開
城

ま
で
の
15
年
と
し
ま
す
。

一
方
で
、
開
国
を
迫
っ
た

ペ
リ
ー
の
ア
メ
リ
カ
に
次

い
で
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア

と
も
修
好
通
商
条
約
を
締

結
し
、
横
浜
・
長
崎
・
箱

館
で
自
由
貿
易
（
１
８
５

読読
楽楽

帳帳 夢野悠人

書書書
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雪
暮
れ
の
道
に
轡
く
つ
わを
並
べ
正ま
さ

成し
げ
と
俊と
し

基も
と
が
ゆ
く
。
伏
見
か
ら
醍
醐
へ
と
続
く

間か
ん
ど
う
道
。
小お
ぐ
る
す
栗
栖
の
竹
林
を
前
に
、
松た
い
ま
つ明
を

手
に
し
た
出
迎
え
の
武
者
が
二
人
。
手
綱

を
引
き
、
俊
基
が
鞍
を
降
り
る
。
正
成
が

続
く
。
追
い
付
い
た
徒か

歩ち

の
者
ら
が
一
斉

に
跪
ひ
ざ
ま
ずく
。
異
母
兄
・
俊と
し
親ち
か

最
期
の
地
だ
。

日
野
の
別
邸
に
着
く
と
、
源
五
郎
が

「
六ろ
く
は波
羅ら

の
者
ど
も
は
、
三
郎
ど
の
が
い

つ
も
の
様
に
」
と
耳
打
ち
で
告
げ
た
。
忍お
し

海み
の

三さ
ぶ
ろ
う
郎
は
、
か
つ
て
正
成
が
討
ち
取
っ
た

大
和
の
悪
党
・
越お
ち
げ
ん
智
源
太た

の
庶
子
で
、
正

成
の
側そ
ば
ち
か近
く
に
仕
え
る
う
ち
に
風
貌
や
所

作
が
よ
く
似
る
に
至
っ
て
お
り
、「
も
し
も
の
折
は
、

某そ
れ
が
しが
若
の
身
代
わ
り
に
」
と
心
に
決
め
て
い
る
ら
し

い
。主

殿
に
上
が
る
。
向
か
っ
て
右
手
に
邸
の
主
・
日ひ
の野

資す
け
と
も
朝
、
左
手
に
俊
基
が
坐ざ

し
、
上
座
が
開
い
て
い
る
。

し
ば
ら
く
し
て
「
御
着
到
」
の
声
と
共
に
引
き
戸
が

開
き
一
同
が
頭
を
下
げ
る
。

衣き
ぬ
ず擦
れ
の
音
と
共
に
着
座
し
た
の
は
、
男
女
二
人
の

貴
人
で
あ
っ
た
。

「
花
か
さ
ん
の
い
ん
も
ろ

山
院
師
賢か
た
で
あ
る
。
一
同
面お
も
てを
上
げ
よ
」

「
中
納
言
様
に
は
、
御
機
嫌
う
る
わ
し
く
、
ま
た
此こ

度た
び
は
北
の
方
様
と
も
ど
も
遠
路
を
―
」

資
朝
が
丁
重
に
御
礼
を
述
べ
る
。
久ひ
さ
こ子
に
よ
る
と
、

北
の
方
は
資
朝
の
異
母
妹
と
の
こ
と
だ
が
、
当
の
師

賢
が
漂
わ
せ
て
い
る
雰
囲
気
は
、
久
子
が
頬
を
染
め

て
語
る
〝
紅
顔
の
貴
公
子
〞
で
は
な
か
っ
た
。

「
そ
ち
が
楠
木
か
、
朕ち
ん
…
、
い
や
余よ

が
師
賢
じ
ゃ
、

面
を
上
げ
よ
、直
じ
き
と
う答
許
す
」

―
朕
…
、
直
答
…
疑
念

を
抱
き
つ
つ
顔
を
上
げ

る
。正

成
を
見
据
え
る
顎あ
ご
鬚ひ
げ

を
た
っ
ぷ
り
と
蓄
え
た

容
貌
は
〝
紅
顔
〞
と
は
程

遠
い
〝
厚こ
う
が
ん顔
〞
で
あ
っ
た
。

「
御
拝
顔
、
恐
き
ょ
う
え
つ悦
至し
ご
く極

に
存
じ
上
げ
奉
た
て
ま
つり
ま
す
。

橘た
ち
ば
な
の

朝あ

臣そ
ん

楠
木
多た
も
ん聞
兵び
ょ
う
え衛

正
成
に
ご
ざ
り
ま
す
る
」

「
俊
親
の
こ
と
、
誠
に

も
っ
て
残
念
で
あ
る
、と
、

畏か
し
こく
も
帝
が
御み
こ
こ
ろ心
を
痛
め
ら
れ
て
お
ら
れ
て
の
、
そ

の
昔
、
朕
の
、
い
や
帝
の
求
め
に
応
じ
て
、
見
事
な

後き
ぬ
ぎ
ぬ
朝
の
和
歌
を
…
」

「
も
っ
た
い
な
き
御
言
葉
に
て
…
」

「
そ
の
忠
義
の
臣
で
あ
ら
し
ゃ
る
俊
親
を
無
惨
に
斬

っ
た
の
は
、
鎌
倉
の
刺
客
と
朕
の
、
い
や
余
の
耳
に

も
届
い
て
お
る
。
兄
の
無
念
、
如い
か何
に
し
て
晴
ら
す
」

「
亡
兄
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
日
野
様
に
、
一
命
を

以
て
御
奉
公
仕
り
ま
し
た
こ
の
上
な
き
果
報
者
に
ご

ざ
い
ま
す
れ
ば
、
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
遺
児
・
弥や
し
ろ
う
四
郎

を
盛
り
立
て
て
ま
い
り
ま
す
る
」

「
鎌
倉
を
恨
ま
ぬ
の
か
」

「
某
は
、
御
所
様
（
守
も
り
く
に邦
親し
ん
の
う
王
）
に
、
更
に
は
天て
ん
し子

様
（
後ご

醍だ
い
ご
て
ん
の
う

醐
天
皇
）
に
お
仕
え
す
る
北
条
得と
く
そ
う
け
ひ
か
ん

宗
家
被
官

の
端
に
連
な
る
者
に
て
」

「
う
う
む
…
、
俊
親
の
替
わ
り
に
鎌
倉
に
参
勤
し
た

父
が
命
奪
わ
れ
て
も
か
」

「
父
・
正ま
さ
と
お遠
は
、
駿
河
国
で
共
に
育
っ
た
前
の

内な
い
か
ん
れ
い

管
領
・
長
崎
高た
か
つ
な
綱
ど
の
に
逢
い
に
ゆ
き
ま
し
た
。
父

が
命
奪
わ
れ
る
こ
と
な
ど
、
毛も
う
と
う頭
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」

「
そ
う
か
」

宴
は
和
や
か
に
進
ん
だ
。
師
賢
の
「
鎌
倉
は
い
か
が

で
あ
っ
た
」
の
問
い
を
軽
く
受
け
流
し
、
専
ら
河
内

の
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
述
べ
た
。

「
い
ず
れ
ま
た
―
」
と
師
賢
夫
妻
が
退
出
す
る
。
資

朝
・
俊
基
と
共
に
門
外
で
見
送
り
な
が
ら
、
い
つ
の

間
に
か
後
ろ
に
控
え
て
い
た
三
郎
に
耳
打
ち
し
た
。

―
帝
の
身
辺
を
護ま
も
れ
―

鎌
倉
に
着
到
し
た
正
遠
を
訪
ね
て
き
た
の
は
、
旧
友

の
長
崎
高
綱
（
円え
ん
き喜
）
で
は
な
く
、
そ
の
嫡
男
・
内

管
領
高た
か
す
け
資
で
あ
っ
た
。

離
れ
の
上
座
に
坐
し
た
か
れ
は
殆
ど
面
識
の
な
い

正
遠
を
「
叔お

じ

ご
父
御
」
な
ど
と
親
し
気
に
呼
び
な
が
ら
、

父
の
替
わ
り
に
来
た
理
由
を
不
満
げ
に
述
べ
た
。

「
出
掛
け
に
早
馬
が
参
っ
て
の
、
安あ
き芸
の
吉
き
っ
か
わ
の川
某
と

や
ら
が
身み
ま
か罷
っ
た
と
の
こ
と
だ
。
そ
の
よ
う
な
遠お
ん
ご
く国
の

い
ち
御
家
人
の
使
者
な
ん
ぞ
五ご
だ
い
い
ん

大
院
（
高た
か
し
げ繁
）
か
、
弟

の
四し
ろ
う郎
衛え
も
ん門
（
高た
か
さ
だ貞
）
に
さ
せ
れ
ば
よ
い
も
の
を
、
父

は
自
ら
謁
え
っ
け
ん見
致
す
と
申
し
、
そ
れ
で
」

「
吉
川
一い
っ
し
ん
心
ど
の
が
…
」

「
そ
う
じ
ゃ
、
確
か
そ
の
よ
う
な
名
だ
っ
た
」

―
吉
川
一
心
ど
の
は
…

正
遠
が
遠
い
眼
で
回
顧
す
る
。
一
心
入
道
こ
と
吉
川

経つ
ね

高た
か
は
、
正
遠
や
高
綱
が
少
年
期
を
過
ご
し
た
駿
河
入

江
荘
の
寄よ
り
親お
や

的
武
将
で
、
ふ
た
り
は
か
れ
か
ら
武
芸
や

書
を
学
び
、弘
安
８
年（
１
２
８
５
年
）に
御
家
人
筆
頭
・

安
達
氏
と
得
宗
家
被
官
が
衝
突
し
た
「
霜
し
も
つ
き月
騒そ
う
ど
う
動
」
の

折
に
は
、吉
川
勢
と
共
に
鎌
倉
入
り
し
初
陣
を
遂
げ
た
。

こ
の
戦
の
功
で
高
綱
は
執
権
・
貞さ
だ
時と
き

付
き
と
な
り
、

正
遠
は
安
達
の
没
ぼ
っ
か
ん
り
ょ
う

官
領
で
あ
る
河
内
・
観か
ん
心し
ん
じ寺
荘し
ょ
うの

地じ
と
う頭
職し
き
と
な
っ
た
。
安
芸
を
賜
っ
た
経
高
は
、
分
家
を

入
江
荘
に
残
し
、
安
芸
に
移
っ
た
。

―
鎌
倉
に
近
い
駿
河
で
は
、
い
つ
権
力
争
い
に
巻
き

込
ま
れ
る
や
も
知
れ
ぬ
―
と
い
う
経
高
の
判
断
は
正
し

く
、
こ
の
家
は
後
の
応お
う
に
ん仁
の
乱
で
は
「
鬼お
に
吉き
っ
か
わ川」
と

怖
れ
ら
れ
、
毛
利
氏
の
一
門
と
な
っ
て
か
ら
は
、
鎌

倉
御
家
人
・
土ど

い肥
氏
の
末
裔
で
あ
る
小こ
ば
や
か
わ

早
川
と
共
に

「
両
り
ょ
う
せ
ん
川
」
と
し
て
戦
国
を
生
き
抜
き
、
関
ケ
原
で
は
身

を
挺て
い
し
て
主
家
を
護ま
も
っ
た
。

「
武も
の
の
ふ士
の
礼
を
尽
く
さ
れ
た
の
で
す
、
父
上
は
」

「
ふ
む
」
と
高
綱
が
空
返
事
し
た
と
こ
ろ
に
、
酒
を

携
え
た
石
川
源
三
郎
が
来
た
。「

ち・

・

・
は
や
は
い
か
が
し

た
」
と
問
う
正
遠
に
「
少

し
御
身
体
が
…
旅
の
疲

れ
や
も
」
と
源
三
郎
。

酒
を
あ
ま
り
嗜
た
し
なま
な
い

高
資
は
、
長
居
す
る
こ
と

な
く
迎
え
に
来
た
五
大

院
の
輿こ
し
で
帰
っ
た
。

ち
は
や
を
尋
ね
る
と
、

灯
り
を
消
し
た
部
屋
で

震
え
て
い
る
。

「
い
か
が
致
し
た
」
と

そ
の
細
い
肩
を
抱
く
と
、

ち
は
や
は
そ
の
ま
ま
正

遠
の
胸
に
崩
れ
落
ち
た
。

「
殿
さ
ま
、
わ
た
し
は
、
わ
た
し
は
…
」

声
を
殺
し
て
泣
き
、
や
が
て
述
じ
ゅ
っ
か
い
懐
が
始
ま
っ
た
。

「
刺
客
団
を
率
い
、
若
殿
さ
ま
の
御お
い
の
ち命
を
奪
っ
た
の

は
、
わ
た
し
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「
な
に
ゆ
え
、
そ
な
た
が
…
」

「
も
と
は
近
江
の
佐
々
木
様
子
飼
い
の
田
で
ん
が
く楽
一
座
に

お
り
ま
し
た
が
、
雑ぞ
う
し
め
仕
女
と
し
て
五
大
院
様
に
献
上
さ

れ
、
忍
び
の
術
を
仕
込
ま
れ
る
一
方
、
内
管
領
様
の

夜よ
と
ぎ伽
に
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
先
ほ
ど
は
〝
気
付

か
れ
る
の
で
は
〞
と
、
怖
く
て
、
怖
く
て
…
」

「
…
」

「
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
若
殿
さ
ま
の
御
命

を
奪
っ
た
わ
た
し
を
、殺
し
て
く
だ
さ
い
。
身
寄
り
も
、

明
日
へ
の
希よ
す
が望
も
な
い
わ
た
し
に
と
っ
て
一い
ち
る縷
の
の
ぞ

み
は
、
お
慕
い
す
る
殿
様
の
お
手
に
掛
か
り
死
す
る
こ

と
…
お
願
い
で
す
。
若
殿
さ
ま
の
仇あ
だ
で
あ
る
、
わ
た
し

を
…
」

「
ち
は
や
…
」

「
…
」

「
其
方
と
同
じ
年
頃
の
娘
が
い
る
。
ま
だ
幼
か

っ
た
頃
、
大お
お
み
ず水
に
巻
き
込
ま
れ
て
…
助
け
て
や

れ
な
ん
だ
…
が
、
生
き
て
お
っ
た
。
そ
な
た
と

同
じ
田
楽
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
る
。
じ
ゃ

か
ら
な
、
其
方
も
死
ん
で
は
な
ら
ぬ
、
生
き
よ
」

懐
を
ま
さ
ぐ
り
、正
遠
が
差
し
出
し
た
の
は
、

菊
水
紋
を
あ
し
ら
っ
た
金
の
櫛
だ
っ
た
。

「
儂
の
娘
と
し
て
、
な
」

「
殿
…
さ
ま
」

翌
朝
、
ち
は
や
は
柘
植
小
五
郎
配
下
の
伊
賀

者
に
護
ら
れ
、
鎌
倉
を
発
っ
た
。

次
々
号（
３
月
15
日
付
）に
つ
づ
く
悪党の風貌
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か

お

が
夢
だ
と
語
っ
て
い
た
。

愚
痴
の
１
つ
も
言
わ
な
い

真
面
目
な
奴
だ
っ
た
。

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
が
い
な
く

て
も
仕
事
は
続
く
。
急
に

い
な
く
な
っ
た
従
業
員
は

何
人
も
い
た
の
で
、
私
以

外
に
は
誰
も
関
心
が
な

か
っ
た
。

※

　

昼
食
だ
け
は
、
少
し
涼

し
い
食
堂
に
い
ら
れ
る
。

そ
こ
で
従
業
員
は
隙
間
な

く
席
に
つ
め
て
テ
ー
ブ
ル

に
座
り
、
カ
ロ
リ
ー
摂
取

を
第
一
と
し
た
冷
た
い
弁

え
た
。

　

音
も
な
く
一
瞬
だ
っ

た
。
名
前
は
覚
え
て
い
な

い
が
、
よ
く
一
緒
に
な
る

中
年
の
男
性
で
、
い
ま
そ

こ
で
弁
当
を
食
べ
て
い

た
。
そ
の
弁
当
も
綺
麗
に

な
く
な
っ
て
お
り
、
少
し

引
か
れ
た
椅
子
だ
け
が
彼

が
い
た
痕
跡
だ
っ
た
。

　

周
り
の
従
業
員
た
ち
は

当
を
黙
々
と
食
べ
る
。

　

音
の
出
て
い
な
い
テ
レ

ビ
が
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
を
流

し
て
い
る
。
こ
の
国
の
指

導
者
が
、
い
つ
も
の
よ
う

に
マ
イ
ク
の
前
で
怒
っ
て

い
た
。
顔
を
真
っ
赤
に
し

て
、
唾
を
飛
ば
し
、
何
か

を
叫
ん
で
い
る
。
字
幕
を

読
も
う
と
し
た
が
、
小
さ

す
ぎ
て
こ
こ
か
ら
は
見
え

な
い
。

　

食
事
を
続
け
る
た
め
、

視
線
を
弁
当
に
戻
そ
う
と

し
た
と
き
、
正
面
で
食
事

を
し
て
い
た
従
業
員
が
消

　

同
僚
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
が

消
え
た
。
彼
が
仕
事
に
来

な
く
な
っ
て
１
週
間
。メ
ッ

セ
ー
ジ
は
既
読
が
つ
か
ず
、

部
屋
を
訪
ね
て
も
帰
っ
た

様
子
が
な
か
っ
た
。

　

き
つ
く
、
汚
く
、
危
険

で
給
料
も
安
い
こ
の
職
場

で
は
、
従
業
員
が
〝
飛

ぶ
〞
の
は
日
常
茶
飯
事
だ

が
、
彼
は
そ
ん
な
奴
じ
ゃ

な
い
。

　

少
な
い
給
料
か
ら
、
家

族
の
た
め
に
毎
月
送
金

し
、
手
に
職
を
つ
け
て

こ
っ
ち
に
呼
び
寄
せ
る
の

連載小説連載小説 其ノ弐拾陸其ノ弐拾陸
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新
・
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
戦
略

ア
ジ
ア
・
フ
ァ
ー
ス
ト

エ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
・
Ａ
・
コ
ル
ビ
ー
著

文
春
新
書　

９
９
０
円（
税
込
み
）

る
。
習
近
平
国
家
主
席
は

台
湾
統
一
を
「
歴
史
的
必

然
」
と
公
言
し
、
尖
閣
諸

島
周
辺
海
域
で
は
武
装
し

た
中
国
公
船
な
ど
が
わ
が

物
顔
で
領
海
侵
犯
す
る
。

南
シ
ナ
海
で
は
人
工
島
を

建
設
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
周
辺
国
の
公

船
に
妨
害
を
繰
り
広
げ
て

い
る
現
実
が
あ
る
。

　

日
本
は
「
自
由
で
開
か

れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
を

ク
ア
ッ
ド
と
共
に
強
化
す

る
役
割
を
持
つ
。
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
は
昨
年
７

月
の
「
第
10
回
太
平
洋
・

島
サ
ミ
ッ
ト
」（
Ｐ
Ａ
Ｌ

М
10
）
の
首
脳
宣
言
「
武

力
に
よ
る
威
嚇
、
武
力
の

行
使
、
威
圧
に
よ
る
一
方

的
な
現
状
変
更
の
試
み
に

強
く
反
対
す
る
」で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
役
割
と
危
機

感
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ

本
書
に
出
合
っ
た
。

※

　

著
者
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア

ー
お
よ
び
訳
者
奥
山
真
司

の
「
新
進
気
鋭
の
戦
略
家

が
提
案
す
る
『
中
国
と
対

峙
す
る
新
戦
略
』」
か
ら

紹
介
す
る
と
―
。

　
「
今
、
ア
メ
リ
カ
で
最

る
」
と
い
う
厳
し
い
現
状

認
識
と
分
析
か
ら
ア
メ
リ

カ
の
世
界
戦
略
に
向
き
合

う
。「
最
大
の
危
険
は
ア

ジ
ア
の
『
パ
ワ
ー
の
集
積

地
』
に
お
い
て
中
国
が
覇

権
を
握
ろ
う
と
し
て
い
る

こ
と
に
あ
る
」
と
指
摘
。

そ
の
た
め
に
は
「
中
国
政

府
に
よ
る
台
湾
を
は
じ
め

と
し
た
ア
ジ
ア
の
地
域
覇

権
拡
大
の
野
望
を
完
全
に

封
じ
込
め
る（
拒
否
す
る
）

こ
と
」
だ
と
主
張
す
る
。

　

全
５
章
は
「『
拒
否
戦

略
』」
と
は
何
か
？
」「『
拒

否
戦
略
』
は
こ
う
し
て
生

ま
れ
た
」「
ア
メ
リ
カ
だ

け
で
は
中
国
を
止
め
ら
れ

な
い
」「
中
国
を
封
じ
込

め
る『
反
覇
権
連
合
』」「
日

本
に
は
大
軍
拡
が
必
要

だ
」。

※

　
「
ア
ジ
ア
・
フ
ァ
ー
ス

ト
」
は
ト
ラ
ン
プ
が
ら
み

と
に
ら
み
入
手
。
著
者
は

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
の

翌
日
１
月
21
日
、
ル
ビ
オ

国
務
長
官
は
早
く
も
動
い

た
。
日
米
豪
印
戦
略
対
談

「
ク
ア
ッ
ド
（
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ
）」

の
外
相
会
議
に
岩
屋
毅
外

務
大
臣
が
参
加
し
た
。
ル

ビ
オ
氏
は
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
の
大
き
な
課
題
は
中

国
と
ど
う
向
き
合
う
か
だ
、

と
の
認
識
を
表
明
し
た
。

　

世
界
各
地
で
安
全
保
障

面
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い

話題の本
時代を読む

編集委員編集委員
石河亮平石河亮平

も
注
目
さ
れ
て
い
る
戦
略

家
の
ひ
と
り
に
、
エ
ル
ブ

リ
ッ
ジ
・
コ
ル
ビ
ー
と
い

う
人
物
が
い
る
。
２
０
０

２
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

を
卒
業
後
、
米
国
防
総

省
（
ペ
ン
タ
ゴ
ン
）
な
ど

で
国
防
関
連
の
政
策
立
案

に
従
事
。
そ
し
て
２
０
１

７
年
、
弱
冠
30
代
後
半
な

が
ら
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で

国
防
次
官
補
代
理
を
つ
と

め
、『
国
防
戦
略
』
Ｎ
Ｄ

Ｓ
）
を
ま
と
め
る
過
程
で

主
導
的
役
割
を
は
た
し

た
」。「
中
国
封
じ
込
め
」

戦
略
で
あ
る
。
訳
者
の
予

想
通
り
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

同
氏
を
国
防
次
官
（
政
策

担
当
）
に
起
用
し
た
。
か

ね
て
か
ら
中
国
の
軍
事
的

台
頭
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
た
コ
ル
ビ
ー
氏
の
提
案

は
「
拒
否
戦
略
」
で
あ
る
。

「
も
う
ア
メ
リ
カ
一
極
時

代
は
終
わ
り
、
そ
の
国
力

の
優
位
は
減
少
し
つ
つ
あ

【
参
考
文
献
】

半
藤
一
利
著「
幕
末
史
」

（
新
潮
文
庫
）

幕
末
の
３
舟

文
学
サ
ロ
ン
6

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

萩
原
俊
治

　
椎
名
麟
三

　

あ
れ
は
い
つ
の
こ
と

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま

だ
建
て
替
え
ら
れ
る
前
の

神
戸
の
昔
の
大
倉
山
図
書

館
（
正
確
に
は
中
央
図
書

館
）
に
本
を
読
み
に
行
っ

た
と
き
（
早
朝
だ
っ
た
）、

そ
の
旧
大
倉
山
図
書
館
の

入
り
口
の
階
段
の
と
こ
ろ

に
、
ち
ょ
う
ど
戦
後
す
ぐ

の
満
員
列
車
（
写
真
で
し

か
見
た
こ
と
が
な
い
が
）

の
よ
う
に
、
人
間
が
鈴
な

り
に
な
っ
て
図
書
館
が
開

く
の
を
待
っ
て
い
た
。

　

そ
の
中
の
一
人
の
、
頭

の
禿
げ
た
中
年
男
が
青
い

顔
を
し
て
手
垢
に
ま
み
れ

た
分
厚
い
本
を
必
死
に
読

ん
で
い
た
。
何
の
本
だ
ろ

う
、
と
わ
た
し
が
思
っ
て

い
る
と
、図
書
館
が
開
き
、

わ
た
し
も
そ
の
禿
げ
た
頭

の
男
と
一
緒
に
図
書
館
に

な
だ
れ
こ
ん
だ
。し
か
し
、

い
つ
ま
で
も
そ
の
貧
相
な

男
の
青
い
顔
を
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
人

は
あ
ん
な
風
に
必
死
に
本

を
読
む
の
だ
、
と
い
う
こ

と
が
尊
い
も
の
の
よ
う
に

思
え
て
、心
を
打
た
れ
た
。

　

椎
名
麟
三
が
初
め
て
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
読
ん

だ
と
き
も
、
あ
ん
な
顔
を

し
て
い
た
の
に
違
い
な

い
、
と
思
う
と
同
時
に
、

「
お
れ
だ
っ
て
同
じ
だ
ろ

う
」
と
思
っ
た
。
そ
の
青

い
顔
の
男
の
読
ん
で
い
た

本
が
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

だ
っ
た
と
い
う
の
は
空
想

に
過
ぎ
な
い
が
、
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
の
小
説
に
は

そ
う
思
わ
せ
る
も
の
が

あ
っ
た
。

大
阪
講
座
「
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
を
読
む
」、
奈
良

講
座
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
と
バ
フ
チ
ン
」
開

講
中
。
問
い
合
わ
せ
は

講
座
事
務
局
（chinden-

donburago430@outlo
ok.jp

）
へ
。

再
び
ト
ラ
ン
プ
政
権
入
り

し
た
国
防
次
官
（
政
策
担

当
）
な
の
だ
。
読
ま
ず
に

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

書
き
出
し
は
「
私
は
、

戦
略
家
で
す
が
、
現
在
、

と
て
も
心
配
し
て
い
る
の

は
、
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
で

あ
る
中
国
と
い
う
大
国
の

脅
威
に
、
ア
メ
リ
カ
自
身

が
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い

な
い
と
い
う
点
で
す
。（
中

略
）
ど
れ
く
ら
い
中
国
の

国
力
、
つ
ま
り
パ
ワ
ー
が

強
大
な
の
か
」
で
あ
る
。

正
直
な
心
境
の
吐
露
に
好

感
を
持
っ
た
。
本
書
は
や

さ
し
く
親
切
に
語
り
か

け
、
理
論
を
ほ
ぐ
し
た
表

現
は
分
か
り
や
す
く
腑ふ

に

落
ち
る
。

　

最
後
に
こ
れ
だ
と
膝
を

打
っ
た
の
が
「
リ
ア
リ
ズ

ム
に
即
し
た
戦
略
と
は
何

大
阪
市
西
区
で
宮
川
工
具

研
究
所
と
し
て
創
業
。
手

廻
し
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
を
始

め
、
Ｃ
О
Ｂ
Ｒ
Ａ
印
ガ
ソ

リ
ン
用
ト
ー
チ
ラ
ン
プ
、

オ
ス
タ
型
パ
イ
プ
ね
じ
切

　

幸
南
食
糧
株
式
会
社
・

株
式
会
社
米
匠
庵
（
川
西

孝
彦
社
長
）
に
よ
る
「
気

づ
き
と
学
び
の
新
年
名
刺

交
換
懇
親
会
」
が
１
月
24

日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
大
阪
（
大
阪
市
中
央

区
城
見
１
）
で
開
か
れ
、

約
３
５
０
人
が
集
っ
た
。

　

冒
頭
、「
神
の
酒
が
鎮

ま
る
地　

奈
良
県
三
輪
の

歴
史
と
み
む
ろ
杉
の
酒
造

り
」
と
題
し
て
今
西
酒
造

株
式
会
社
の
今
西
将
之
社

長
（
41
）
が
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
い
な
が
ら
講
演

し
た
。

　

日
本
の
酒
造
り
は
三
輪

か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
い
歴
史
か

ら
始
ま
り
、
父
親
の
急
死

に
よ
り
28
歳
で
事
業
を
受

け
継
ぎ
、
14
代
蔵
主
と
し

て
苦
労
を
重
ね
事
業
を
再

興
し
た
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
な
内
容
へ
と
移
っ
た
。

「
清
く
、
正
し
い
、
酒
造

り
」
と
い
う
醸
造
哲
学
を

打
ち
立
て
て
会
社
を
再
編

か
？
」
だ
っ
た
。
通
常
国

会
の
施
政
方
針
演
説
や
代

表
質
問
に
お
い
て
外
交
安

保
の「
そ
こ
に
あ
る
危
機
」

に
触
れ
な
い
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
。
訳
者
は
「
政
府
関

係
者
を
は
じ
め
と
す
る

人
々
に
今
後
起
こ
り
う
る

台
湾
有
事
な
ど
を
深
く
考

え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
」
に

と
い
う
。
覚
醒
の
１
冊
で

あ
る
。

（
石
河
亮
平
）

【
著
者
紹
介
】

エ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
・
Ａ
・

コ
ル
ビ
ー
（Elbridge 

A.Colby

）

　

非
営
利
シ
ン
ク
タ
ン

ク
の
マ
ラ
ソ
ン
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
共
同
設
立

者
・
代
表
。
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
卒
業
。
イ
ェ
ー

ル
大
学
法
科
大
学
院
修

了
（
Ｊ
Ｄ
）。
イ
ラ
ク
の

連
合
暫
定
施
政
当
局
、

国
家
情
報
長
官
室
を
含

め
、
核
戦
力
、
軍
備
管

理
、
情
報
分
野
を
中
心

に
米
国
政
府
の
重
要
ポ

ス
ト
を
歴
任
。
新
ア
メ

リ
カ
安
全
保
障
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
で
は

２
０
１
８
〜
２
０
１
９

年
ま
で
防
衛
プ
ロ
グ
ラ

ム
部
長
と
し
て
防
衛
問

題
の
調
査
研
究
で
指
導

的
立
場
に
あ
っ
た
。

奥
山
真
司（
お
く
や
ま
・

ま
さ
し
）

　

１
９
７
２
年
生
ま

れ
。
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
卒
業
。
英
レ
デ
ィ

ン
グ
大
学
大
学
院
で
戦

略
論
の
第
一
人
者
、
コ
リ

ン
・
グ
レ
イ
に
師
事
。
博

士
課
程
を
修
了
。
戦
略
学

博
士
（
Ｐ
ｈ
．
Ｄ
）。
国

際
地
政
学
研
究
所
上
席
研

究
員
。
多
摩
大
学
大
学
院

客
員
教
授
。
著
書
に
「
サ

ク
ッ
と
わ
か
る
ビ
ジ
ネ
ス

教
養　

地
政
学
」（
監
修
）、

「
世
界
最
強
の
地
政
学
」

な
ど
。
訳
書
に
「
中
国
４

・
０
」（
エ
ド
ワ
ー
ド
・

ル
ト
ワ
ッ
ク
著
）、「
大
国

政
治
の
悲
劇
」（
ジ
ョ
ン
・

Ｊ
・
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
著
）

な
ど
多
数
。

何
も
気
が
つ
い
て
い
な
い

様
子
で
、
黙
々
と
弁
当
を

食
べ
て
い
る
。
誰
か
知
っ

た
人
は
い
な
い
か
あ
た
り

を
見
回
す
と
、
さ
っ
き
ま

で
隙
間
な
く
人
が
い
た
は

ず
の
食
堂
は
、
隣
と
の
距

離
感
を
心
配
す
る
必
要
が

な
い
ほ
ど
ス
ペ
ー
ス
が
生

ま
れ
て
い
た
。

　

テ
レ
ビ
の
中
の
指
導
者

は
、
ま
だ
怒
っ
て
い
る
。

※

　

あ
の
指
導
者
が
怒
る
と

人
が
消
え
た
。彼
は
怒
り
、

叫
び
、
非
難
し
、
そ
の
度

に
人
が
消
え
た
。
真
昼
な

の
に
街
に
は
誰
も
い
な
く

な
っ
た
が
、
な
ぜ
か
社
会

は
回
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
賑

わ
っ
て
い
た
。
初
め
は
こ

の
消
失
に
つ
い
て
話
題
に

な
っ
て
い
た
が
、
消
失
す

る
人
が
増
え
る
に
つ
れ
、

話
題
に
な
る
こ
と
は
な
く

な
っ
た
。

広域

今
西
酒
造
株
式
会
社
今
西
将
之
社
長
が
講
演

気
づ
き
と
学
び
の

新
年
名
刺
交
換
懇
親
会

　

配
管
設
備
工
事
に
関
す

る
機
械
器
具
の
総
合
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
レ
ッ
キ
ス
工

業
株
式
会
社
（
東
大
阪
市

菱
屋
東
１
―
９
―
３
）は
、

今
年
創
業
１
０
０
年
を
迎

え
た
。

　

同
社
は
、
大
正
14
年
に

創業100年 心新たにリスタート

Ｓ
Ｆ
小
説

消　

失
中
森
臨
時

　

い
つ
も
通
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

見
て
い
る
と
、
不
意
に
指

導
者
の
怒
り
の
声
が
流
れ

出
し
た
。

※

　

彼
の
声
を
聞
い
た
途

端
、
身
体
が
ね
じ
れ
る
よ

う
な
感
覚
が
し
て
、
痛
み

に
目
を
閉
じ
た
。数
分
後
、

目
を
ゆ
っ
く
り
開
け
る
と

周
り
に
は
大
勢
の
人
が
い

た
。

　

職
場
に
行
く
と
消
え
た

は
ず
の
人
び
と
が
い
た
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
の
姿
も
あ
っ

た
。

　
「
指
導
者
以
外
は
、
み

ん
な
こ
っ
ち
に
来
た
の

じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
彼
は

僕
た
ち
を
見
た
く
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
？　

こ
れ
で

い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

　

食
堂
の
テ
レ
ビ
は
、
今

日
も
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
を
流

し
て
い
る
。
時
折
、
誰
も

い
な
い
空
間
に
マ
イ
ク
だ

け
が
置
か
れ
て
い
る
映
像

が
流
れ
る
。

　

あ
そ
こ
に
い
た
の
は
誰

だ
っ
た
か
、
そ
ろ
そ
ろ
思

い
出
す
の
が
難
し
く
な
っ

て
き
た
。

講演する
今西将之社長

挨拶する
川西孝彦社長

り
器
の
国
産
化
に
成
功
。

　

事
業
を
発
展
さ
せ
、
現

在
は
切
断
工
具
、
配
管
工

具
、
環
境
ツ
ー
ル
の
３
本

柱
で
社
会
を
支
え
て
い

る
。
レ
ッ
キ
ス
と
は
ラ
テ

ン
語
で
「
王
様
の
中
の
王

様
」。
名
は
体
を
表
す
と

い
う
が
、
ま
さ
に
同
社
は

業
界
で
確
固
た
る
地
位
を

築
い
た
。

　

宮
川
一
彦
社
長
（
53
）

＝
写
真
＝
は
６
代
目
。
製

造
開
発
に
約
20
年
間
携
わ

り
、
２
０
２
０
年
48
歳
の

と
き
、社
長
に
就
任
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

新
し
い
事
業
と
し
て
養
殖

向
け
高
効
率
酸
素
溶
解
装

置
、
競
走
馬
向
け
飼
料
・

全
天
候
型
馬
場
な
ど
も
製

造
販
売
す
る
。

　

創
業
１
０
０
年
を
機
に
、

リ
ス
タ
ー
ト
と
し
て
心
新

た
に
取
り
組
み
、
次
の
１

０
０
年
に
向
か
う
同
社
の

未
来
は
明
る
い
。
４
月
か

ら
始
ま
る
大
阪
・
関
西
万

博
に
も
出
展
予
定
だ
。

幸
南
食
糧
株
式
会
社
・
株
式
会
社
米
匠
庵

社 長 宮川一彦さん

寛永寺（筆者知人撮影）
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し
て
自
宅
な
ど
で
数
回
に

わ
た
り
取
材
に
応
じ
て
も

ら
っ
た
。

　
「
大
事
な
と
き
に
は
い

つ
も
持
っ
て
い
く
ん
で
す

よ
」

　

そ
う
語
っ
て
い
た
井
出

夫
妻
。

　

判
決
後
の
記
者
会
見

場
。
机
の
上
に
置
か
れ
た

努
さ
ん
の
マ
イ
ク
の
横
に

は
、
安
優
香
さ
ん
が
生
前

使
っ
て
い
た
補
聴
器
が
置

か
れ
て
い
た
。（中

野
善
典
）

（
お
わ
り
）

　

ぐ
っ
た
り
と
肩
を
落
と
す
荒す
さ
ん
だ
母
親
を
見
て

い
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
動
き
が
気
に
な
り

仕
方
な
い
。

　

ガ
タ
ゴ
ト
と
列
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
目
で
追
う
。
気
の

せ
い
だ
ろ
う
か
、
車
輪
か
ら
伝
わ
る
振
動
が
激
し

く
な
っ
て
い
く
。

　

揺
れ
る
文
字
を
読
み
続
け
る
と
、
こ
め
か
み
に

ジ
リ
ジ
リ
鈍
痛
が
走
る
。
や
が
て
頭
が
丸
ご
と
重

苦
し
い
痛
み
に
襲
わ
れ
る
。
前
後
左
右
に
頭
を
振

り
な
が
ら
口
を
開
け
た
り
閉
じ
た
り
し
て
苦
し
み

か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
抵
抗
す
る
が
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
。

　

そ
の
う
ち
無
意
識
に
頭
を
掻
き
む
し
っ
て
い

る
。

　

ニ
ュ
ー
ス
を
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
は
ら
わ
た
が

煮
え
く
り
返
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
ロ
シ
ア
に
攻
め
ら
れ
疲

弊
し
き
っ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
デ
ィ
ー
ル
外
交

を
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
で
は
な
い
か
。

平
た
く
言
え
ば
、
取

り
引
き
だ
。
弱
り
目

に
祟た
た
り
目
と
は
よ
く

い
っ
た
も
の
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
悲
鳴
を

上
げ
そ
う
だ
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
の
武
器
が
な
い
と

ウ
ク
ラ
イ
は
た
ち
ま

ち
ロ
シ
ア
に
攻
め
込

ま
れ
て
し
ま
う
。
そ

れ
を
よ
く
分
か
っ

て
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
レ

ア
ア
ー
ス
（
希
少
類
）
の
供
与
を
求
め
て
い
る
。

　

確
か
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
14
兆
８
０
０
０
億
ド

ル
相
当
の
重
要
鉱
物
資
源
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
内
７
割
が
ド
ネ
ツ
ク
州
や

ル
ガ
ン
ス
ク
州
な
ど
ロ
シ
ア
が
実
行
支
配
す
る
東

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
あ
る
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
取
り

出
せ
と
い
う
の
か
。

　

ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で
い
る
の
が
分
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
、
向
か
い
の
母
親
が
首
を
振
り
な
が
ら
話

し
か
け
て
く
る
。

　
「
ア
メ
リ
カ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
武
器
を
買
え

っ
て
い
う
こ
と
な
の
ね
。
侵
略
戦
争
中
な
の
に
、

あ
ま
り
に
も
酷
す
ぎ
る
わ
」

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
半
導
体
や
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
等
の
部
品
に
使
わ
れ
る
レ
ア
ア
ー
ス
が

喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い
の
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
ど
う
判
断
し
、

ど
の
よ
う
に
動
く
の
だ
ろ
う
か
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
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ディール外交が始まる

ウクライナ

の
縄す

み

墨な
わ
に
あ
た
ら
ず
、

そ
の
小
枝
は
ぐ
に
ゃ
ぐ

に
ゃ
に
ね
じ
曲
が
っ
て

規さ
し

矩が
ね
に
あ
た
ら
ず
、
道

の
近
く
に
立
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
匠き

こ
り者
は
見

向
き
も
し
な

い
。
今
、
子

セ
ン
セ
イ

の
話
は
デ
カ

い
ば
か
り
で
使
い
途み

ち
が

な
く
、
誰
も
が
知
ら
ん

顔
し
て
い
る
よ
。
樗
と

同
じ
だ
ね
」

　

荘
子
は
言
っ
た
。

　
「
子
は
狸イ

タ
チ狌
を
見
た

こ
と
が
な
い
の
か
ね
。

姿
勢
を
低
く
し
て
伏

せ
、
う
ろ
つ
い
て
い
る

獲
物
を
う
か
が
い
、
右

に
左
に
跳は

ね
ま
わ梁
っ
て
、
高

い
と
こ
ろ
も
低
い
と
こ

ろ
も
お
構
い
な
し
だ

が
、
罠
や

網
に
ひ
っ

か
か
っ
て

死
ん
で
し
ま
う
ん
だ
。

今
、
あ
の
斄ヤ

ク
ウ
シ牛
は
、
大

き
さ
は
垂
天
の
雲
の
よ

う
だ
よ
。
こ
れ
は
ほ
ん

と
に
で
か
い
。
で
も
鼠

を
つ
か
ま
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
ん
だ
。
今
、

　

恵
子
は
荘
子
に
言
っ

た
。

　
「
わ
た
し
の
と
こ
ろ

に
大
樹
が
あ
る
。
樗

お
お
ぎと

呼
ば
れ
て
い
る
よ
。
そ

の
木
の
大
き
な
本

ね
っ
こに
近

い
幹
は
腫
れ
も
の
の
よ

う
に
ボ
コ
ボ
コ
で
大
工

子
の
と
こ
ろ
に
大
樹

（
つ
ま
り
、
私
、
荘
周
）

が
あ
る
ん
だ
が
、
そ
の

役
立
た
ず
を
嘆
い
て
い

る
。
ど
う
し
て
こ
れ
を

無
何
有
の
郷さ

と
、
広
漠
の

野
に
植
え
、
彷ほ

う

徨こ
う

乎こ

と

し
て
そ
の
か
た
わ
ら
で

ぼ
ん
や
り
し
て
、
逍
遙

乎
と
し
て
そ
の
木
陰
で

寝
そ
べ
ら
な
い
の
か

ね
。

　

斧
や
マ
サ
カ
リ
に
切

り
倒
さ
れ
ず
、
何
者
に

も
害
さ
れ
な
い
者
は
、

用
う
べ
き
所
は
な
く
て

も
、
ど
う
し
て
困
る
ん

だ
い
」

※
１
つ
前
の
恵
子
と
荘

子
の
話
と
同
工
異
曲
で

あ
る
。
狸
狌
は
イ
タ
チ

と
解
し
た
。
猪ち

ょ
こ口
才ざ

い
な

奴
は
碌ろ

く
な
終
わ
り
方
を

し
な
い
。
そ
れ
に
対
し

て
材
に
な
ら
な
い
大
き

な
樗
や
デ
カ
い
だ
け
の

斄
牛
の
話
を
も
ち
だ

し
、
だ
だ
っ
広
い
野
に

そ
の
木
を
植
え
て
寝
そ

べ
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
。

　
高
山
樗ち

ょ

牛ぎ
ゅ
うは
こ
の
話

が
好
き
な
の
だ
ろ
う
。

樗
牛

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町

で「
荘
子
を
読
む
」開
講
中

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

立
命
館
大
学
教
授

大
形
　
徹

荘
子
と
語
る

荘
子
と
語
る    

五
十
五

五
十
五

斄牛（筆者作）

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

能
登
半
島
地
震

被
災
者
支
援

と
い
う
だ
け
で
減
額
す
る

と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
お

か
し
い
、
差
別
だ
と
思
っ

て
訴
え
た
。
大
阪
聴
力
障

害
者
協
会
・
弁
護
団
の
協

力
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
結

果
に
結
び
つ
い
た
。
感
謝

し
て
い
る
」

　

母
親
の
さ
つ
美
さ
ん

談
。

　
「
今
ま
で
の
私
た
ち
の

訴
え
が
す
べ
て
認
め
ら
れ

た
。
そ
れ
は
安
優
香
の
11

年
間
の
努
力
が
認
め
ら
れ

た
の
だ
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
。
民
事
裁
判
が
始
ま
っ

た
ら
、『
聴
覚
障
害
者
だ

か
ら
』
と
言
わ
れ
た
。
０

歳
の
と
き
か
ら
補
聴
器
を

つ
け
て
、
専
門
の
学
校
に

も
親
子
で
通
っ
て
、
通
信

教
育
な
ど
に
も
取
り
組
ん

だ
。
す
べ
て
安
優
香
の
将

来
の
こ
と
を
考
え
て
の
こ

と
。す
べ
て
応
え
て
く
れ
、

11
年
間
本
当
に
よ
く
が
ん

ば
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
努

力
を
訴
え
る
の
は
本
当
に

大
変
だ
っ
た
。
証
拠
も
な

か
な
か
少
な
い
な
か
、
夫

婦
で
苦
労
し
た
。
安
優
香

の
人
生
を
知
ら
な
い
人
に

は
な
か
な
か
伝
わ
ら
な

か
っ
た
。『
聴
覚
障
害
が

あ
り
ま
し
た
よ
ね
』
と
片

付
け
ら
れ
て
し
ま
う
。『
聴

覚
障
害
者
だ
か
ら
で
き
な

い
。
ど
う
せ
無
理
だ
ろ

う
』
と
。
そ
れ
は
結
局
偏

見
な
の
だ
と
思
う
。
裁
判

官
の
方
に
は
私
が
ず
っ
と

願
っ
て
い
た
人
と
し
て
血

の
通
っ
た
判
決
を
下
し
て

く
れ
た
と
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。
安
優
香
の
人
生

を
認
め
て
い
た
だ
い
た
。

裁
判
終
了
後
、
裁
判
官
に

対
し
て
私
が
自
然
に
出
た

『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
』
と
い
う
言
葉
は
、

安
優
香
が
言
い
た
か
っ
た

こ
と
を
代
弁
し
た
も
の
だ

と
思
う
」

　

弁
護
団
の
ひ
と
り
水
田

敦
士
さ
ん
談
。

　
「『
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
平
均
賃
金
を
用
い

る
こ
と
を
原
則
』
と
し
、

『
顕
著
な
妨
げ
あ
る
場
合

の
み
例
外
を
認
め
る
』
と

の
判
断
を
示
し
た
こ
と
を

評
価
し
た
い
。そ
の
上
で
、

今
回
の
判
決
が
事
例
判
断

に
と
ど
ま
ら
な
い
障
害
者

全
般
に
対
す
る
判
決
に
な

る
と
思
う
。『
障
害
を
乗

り
越
え
る
社
会
』
で
は
な

く
、
さ
さ
や
か
な
合
理
的

配
慮
を
も
っ
て
、『
社
会

が
障
害
を
受
け
入
れ
る
』

こ
と
を
裁
判
所
が
示
し
た

意
義
は
大
き
い
」

　

大
胡
田
誠
弁
護
士
談
。

　
「
今
回
の
判
決
の
中
で

『
さ
さ
や
か
な
合
理
的
配

慮
』
と
い
う
言
葉
が
何
度

も
出
て
き
た
。
さ
さ
や
か

な
合
理
的
配
慮
が
あ
れ

ば
、
障
害
が
あ
っ
て
も
同

じ
職
場
で
同
じ
条
件
で
働

け
る
ん
だ
と
積
極
的
に
認

め
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
日

本
の
社
会
に
対
し
て
、
こ

れ
か
ら
そ
う
い
う
社
会
を

つ
く
れ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
る
と
私
は
受
け
止

め
て
い
る
。
画
期
的
な
判

決
だ
っ
た
と
思
う
」

　

父
親
の
努
さ
ん
談
。

　
「
安
優
香
が
生
ま
れ
た

と
き
障
害
が
あ
っ
た
。
耳

が
聞
こ
え
な
い
と
医
者
か

ら
聞
い
た
と
き
泣
き
ま
し

た
。
泣
き
続
け
る
毎
日

だ
っ
た
。
で
も
、
あ
る
と

き
考
え
を
変
え
た
。
泣
い

て
ば
か
り
い
る
の
で
は
な

く
、
娘
の
た
め
に
、
将
来

の
た
め
に
、
な
に
か
親
と

し
て
、
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

娘
の
た
め
に
何
か
し
て
あ

げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
た
。
も
う
泣
く
の
は

や
め
よ
う
。
そ
の
と
き
か

ら
泣
く
の
を
や
め
る
こ
と

を
決
め
た
。
し
か
し
、
あ

の
事
故
以
来
ま
た
娘
の
こ

と
で
泣
く
日
々
が
始
ま
っ

た
。
娘
に
何
と
言
っ
て
い

い
の
か
、『
情
け
な
い
パ

パ
で
ご
め
ん
ね
』
と
。
た

だ
た
だ
仏
壇
の
前
で
謝
る

し
か
な
か
っ
た
。
そ
う
い

　
「
生
野
区

聴
覚
障
害
女

児
死
亡
事

故
」
に
関
す

る
連
載
最
終

回
。
控
訴
審

判
決
後
の
記

者
会
見
の
模

様
を
お
伝
え

す
る
。

　

父
親
の
努

さ
ん
談
。

　
「
逸
失
利
益
が
１
０

０
％
認
め
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
奇
跡
が
起
き
た
と

い
う
の
が
実
感
だ
。
た

だ
、
私
の
中
で
は
当
然
だ

と
思
う
。
娘
に
は
何
の
落

ち
度
も
な
く
、
た
だ
信
号

待
ち
を
し
て
い
た
だ
け

だ
。
加
害
者
の
て
ん
か
ん

の
発
作
で
轢
か
れ
て
命
を

奪
わ
れ
た
。
障
害
を
持
つ

　

住
友
商
事
株
式
会
社
、

名
古
屋
大
学
未
来
社
会
創

造
機
構
、
株
式
会
社
ポ
ッ

ト
ス
チ
ル
、
シ
ャ
ー
プ
株

式
会
社
が
、
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
向
け
運
転
支
援
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
実
証
を
１

月
23
日
、
28
日
に
大
阪
府

の
一
部
の
公
道
で
先
行
実

施
し
た
。
Ｎ
Ｐ
О
法
人
高

齢
者
安
全
運
転
支
援
研
究

会
と
八
尾
自
動
車
教
習
所

が
協
力
。

23
日
14
時
、
八
尾
市
高

安
町
南
７
―
21
に
あ
る
八

尾
自
動
車
教
習
所
へ
取
材

に
行
く
と
、
70
代
の
男
性

３
人
に
対
し
て
す
ぐ
に
説

明
が
始
ま
っ
た
。
テ
レ
ビ

各
局
の
カ
メ
ラ
が
３
人
を

追
っ
た
。

　

シ
ャ
ー
プ
の
モ
バ
イ
ル

型
ロ
ボ
ッ
ト
Ｒ
о
Ｂ
о
Ｈ

о
Ｎ
（
ロ
ボ
ホ
ン
）
を
活

用
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
も
の
で
、
４

月
か
ら
は
全
国

の
公
道
で
も
実

証
を
行
う
。

　

こ
れ
ら
の
実

証
を
経
て
２
０

２
５
年
度
中
の

プ
レ
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
開
始
さ

れ
、
２
０
２
６
年
度
中
の

商
用
化
を
目
指
す
。

　

説
明
後
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｒ

о
Ｂ
о
Ｈ
о
Ｎ
を
助
手
席

に
乗
せ
八
尾
自
動
車
教
習

所
を
出
発
。
周
辺
を
ぐ
る

っ
と
運
転
し
戻
っ
て
き
た
。

　

記
者
の
質
問
に
対
し
、

３
人
は
「
運
転
を
褒
め
ら

れ
て
嬉
し
く
楽
し
か
っ

た
。
前
も
っ
て
い
ろ
い
ろ

注
意
し
て
く
れ
る
の
で
、

助
か
っ
た
」
と
異
口
同
音

に
答
え
た
。

　

超
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
交
通
事
故
が
深
刻
な

裁判所は本当に被害者を救って
くれるところなのだろうか 4

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

日　　程　2月22日（土）・23日（日・祝）
14:00開演 （13:30開場） 15:20頃終演予定

会　　場 プリズムホール（八尾市文化会館）小ホール

月22日（土）・23日（日・祝）
14:00開演 （13:30開場） 15:20頃終演予定

プリズムホール（八尾市文化会館）小ホール

天国に行ったおばあちゃん、
AIによってよみがえる !?
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チケット （全席指定 税込）
　　大人／ 2,500円 （友の会／ 2,250円）
　　こども（5~18歳）／ 1,000円　　大人とこどものペア／ 3,000円
　　八尾市内在住の小学5年生は無料!
　　※5歳未満のお子さまのご入場はご遠慮ください。
　　※こどものチケットを購入される方は1名ごとに要証明書
チケットのお求め
　　プリズムクラブ（友の会）先行発売　1月10日（金） 午前10:00 ～
　　一般前売発売　　　　　　　　　　1月11日（土） 午前10:00 ～

RoBoHoN（ロボホン）活用
八尾自動車教習所

高齢ドライバー向け運転支援ソリューションの実証高齢ドライバー向け運転支援ソリューションの実証

社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
安
全
運
転
を
支
援
す

る
仕
組
み
の
整
備
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
な
か
、
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
人
間
で
あ
っ
て
も
ロ

ボ
ッ
ト
で
あ
っ
て
も
隣
に

誰
か
い
て
話
し
て
い
る
と

事
故
率
が
低
下
す
る
こ
と

が
実
証
実
験
を
通
じ
て
分

か
っ
て
い
る
。

　

Ｒ
о
Ｂ
о
Ｈ
о
Ｎ
が
同

乗
す
る
と
、
注
意
喚
起
や

運
転
行
動
へ
の
示
唆
な
ど

の
「
運
転
中
の
支
援
」
に

加
え
、
運
転
後
に
も
運
転

評
価
な
ど
の
「
振
り
返
り

支
援
」
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
運
転
者
に
危
険
な

運
転
へ
の
気
付
き
を
与
え

安
全
運
転
を
促
し
、
行
動

変
容
効
果
を
検
証
。
音
声

ナ
ビ
機
能
な
ど
で
は
得
ら

れ
な
い
同
乗
者
効
果
が
大

き
い
。

　

身
長
１
９
０
セ
ン
チ
の

上
田
哲
夫
さ
ん
（
61
）
＝

写
真
＝
は
ど
こ
に
い
て
も

よ
く
目
立
つ
。
一
見
強こ
わ
も
て面

で
居
丈
高
な
風
貌
だ
が
、

話
を
す
る
と
青
年
の
よ
う

な
清す
が
す
が々
し
い
笑
顔
を
見

せ
、
こ
の
人
と
一
緒
に
い

れ
ば
何
が
あ
っ
て
も
大
丈

夫
だ
と
い
う
安
心
感
を
得

ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
周
り

に
人
が
寄
っ
て
く
る
の
だ

ろ
う
。

　

八
尾
は
志
紀
で
生
ま
れ

育
ち
、
高
校
卒
業
後
に
運

送
業
の
世
界
へ
入
る
。

21
歳
で
ト
ラ
ッ
ク
を
１

台
買
い
独
立
を
果
た
す
。

ネ
ジ
の
運
送
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
食
品
へ
と
幅

を
広
げ
、
コ
ン
ビ
ニ
、

ス
ー
パ
ー
へ
と
事
業
展
開

し
た
。

40
年
間
で
ト
ラ
ッ
ク
50

台
を
持
つ
上
商
物
流
株
式

会
社
（
八
尾
市
東
山
本
新

町
９
―
３
―
27
、
☎
０
７

２
―
９
９
２
―
９
９
９

１
）
へ
と
成
長
。

　

さ
ら
に
、
総
合
警
備
業

務
を
担
う
有
限
会
社
デ
ィ

フ
ェ
ン
ド
（
八
尾
市
東
山

本
新
町
９
―
３
―
27
）
を

立
ち
上
げ
、
事
業
を
広
げ

る
。

　

最
後
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
顔
を
紹
介
す
る
。

50
歳
に
な
っ
た
と
き
、

上
田
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
地
域
へ
恩

返
し
し
よ
う
と
考
え
る
。

志
紀
弓
削
自
治
会
連
合
会

長
を
受
け
、
志
紀
小
学
校

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

連
携
し
て
地
域
の
活
性
化

を
推
進
。
さ
ら
に
、
八
尾

地
区
協
力
雇
用
主
会
副
会

長
、
法
務
省
保
護
司
と
し

て
更
生
保
護
活
動
に
力
を

注
ぐ
。

　

上
田
さ
ん
は
ま
さ
に
地

域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い

る
。

地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

上
商
物
流
株
式
会
社

社
長  

上
田
哲
夫
さ　
　

ん

モバイル型ロボット

   

松
原
市
の
大
阪
中
央
環

状
線
沿
い
に
本
社
工
場
を

構
え
る
株
式
会
社
Ｆ
Ｌ
Ａ

Ｔ
。
令
和
７
年
６
月
で
法

人
設
立
10
周
年
を
迎
え
る

同
社
は
、
商
業
向
け
の
別

注
家
具
、
例
え
ば
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
内
装
工
事
お

よ
び
家
具
等
の
製
造
販
売

を
手
掛
け
、
複
数
の
有
名

企
業
と
も
取
り
引
き
し
て

い
る
。
同
社
で
社
長
を

務
め
る
清
水
紀
明
さ
ん

（
44
）
＝
写
真
＝
は
、
家

業
が
ゴ
ム
製
品
製
造
業
を

営
ん
で
い
た
影
響
も
あ

り
、
モ
ノ
づ
く
り
に
親
し

む
青
年
だ
っ
た
。
た
だ
一

旦
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
界
に
飛
び
込
み
経
験
を

積
む
が
、「
見
え
な
い
も

の
を
売
る
の
は
性
に
合
わ

な
い
。
目
に
見
え
る
も
の

を
売
り
た
い
」
と
方
向
転

換
、
縁
あ
っ
て
家
具
屋
に

就
職
す
る
。
そ
こ
で
見
え

る
も
の
を
売
る
面
白
さ
に

目
覚
め
た
清
水
さ
ん
。
取

り
扱
う
の
が
特
注
家
具
だ

っ
た
の
で
、
ゼ
ロ
か
ら
商

品
を
創
り
出
す
仕
事
の
ス

タ
イ
ル
に
惹
か
れ
て
い
っ

た
。
最
初
は
飛
び
込
み
営

業
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
デ
ザ

イ
ン
会
社

や
内
装
業

な
ど
、
前

職
で
経
験

し
た
営
業

ス
キ
ル
を

活
か
し
て

営
業
活
動

を
推
進
し
て
い
っ
た
。
当

時
の
清
水
さ
ん
の
強
み
は

「
行
動
量
」。
１
０
０
件
営

業
し
よ
う
と
思
え
ば
１
０

０
件
で
き
る
点
だ
。
量
を

こ
な
せ
ば
質
に
変
わ
る
と

言
わ
れ
る
。
次
第
に
営
業

先
で
の
成
約
率
も
上
が

り
、
遂
に
は
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
マ
ン
に
上
り
詰
め
る

ま
で
に
な
っ
た
。

   

経
験
と
実
績
が
上
が
る

に
つ
れ
て
、
そ
れ
な
り
の

報
酬
が
欲
し
く
な
る
の
が

人
の
性
。
勤
務
先
企
業
は

業
績
連
動
型
の
報
酬
で
は

な
か
っ
た
の
で
、
一
念
発

起
し
て
独
立
開
業
す
る
。

元
の
顧
客
は
前
職
の
担
当

に
引
き
継
ぎ
、
一
旦
は
内

装
業
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
元
顧
客
か
ら

「
清
水
さ
ん
に
担
当
し
て

欲
し
い
。
自
分
で
や
ら
へ

ん
か
？　

資
金
が
問
題
な

ら
前
金
を
出
す
」
と
い
う

神
の
声
が
。
そ
う
し
て
内

装
業
か
ら
別
注
家
具
製
造

業
に
業
態
変
換
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
。
そ
の
レ

ベ
ル
に
ま
で
顧
客
か
ら
信

頼
さ
れ
る
清
水
さ
ん
の
信

条
は
何
な
の
か
。
そ
こ
を

聞
く
と
次
の
言
葉
が
返
っ

て
き
た
。

　
「
仕
事
よ
り
人
が
好
き
。

仕
事
じ
ゃ
な
く
僕
と
遊
び

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
マ
イ

ン
ド
で
顧
客
と
付
き
合
っ

て
き
た
」

　

仕
事
だ
け
の
関
係
で
終

わ
ら
ず
、
そ
れ
以
上
の
関

係
を
持
て
る
よ
う
に
意
識

を
し
て
き
た
と
い
う
。
◯

△
社
の
清
水
で
は
な
く
、

清
水
の
い
る
◯
△
社
で
あ

り
た
い
。
こ
の
考
え
方
は

世
間
の
営
業
マ
ン
に
聞
い

て
欲
し
い
。

　

清
水
さ
ん
に
は
フ
ァ
ン

が
い
る
。顧
客
で
は
な
く
、

フ
ァ
ン
を
創
る
こ
と
が
商

売
繁
盛
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

   

そ
ん
な
清
水
さ
ん
の
目

下
の
経
営
課
題
は
〝
人
〞

だ
と
言
う
。
今
ま
で
同
社

を
去
っ
て
い
っ
た
社
員
に

対
し
て
は
、
満
足
し
て
働

く
環
境
を
創
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
反
省

点
だ
と
言
う
。
人
材
定
着

率
向
上
は
会
社
経
営
の
根

幹
だ
。
社
員
が
会
社
の
フ

ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
。
フ
ァ
ン
が
フ
ァ
ン
候

補
を
連
れ
て
き
て
く
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
最
高
だ
。

   

と
こ
ろ
で
見
出
し
に
あ

る
「
ど
こ
で
も
ド
ア
」
の

話
。
と
あ
る
小
学
校
の
先

生
か
ら
「
ど
こ
で
も
ド
ア

を
作
り
た
い
の
で
手
伝
っ

て
欲
し
い
」
と
い
う
要
請

が
舞
い
込
ん
だ
。
と
こ
ろ

が
予
算
が
な
い
。
清
水
さ

ん
と
し
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
案
件
だ
。
渋
々
と
引
き

受
け
社
内
に
打
診
し
た
と

こ
ろ
、
意
外
に
も
「
面
白

そ
う
！　

や
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
反
応
が
。
そ

し
て
知
人
の
建
具
屋
に
相

談
す
る
と
、
賛
同
し
て
く

れ
て
不
要
に
な
っ
た
扉
を

提
供
し
て
く
れ
た
の
だ
。

そ
の
扉
を
加
工
し
て
皆
で

協
力
し
合
っ
て
ド
ア
を
完

成
さ
せ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
不
思

議
と
楽
し
い
。
皆
が
童
心

に
返
り
モ
ノ
づ
く
り
に
励

ん
だ
日
曜
日
。
何
よ
り
も

社
員
た
ち
が
休
日
に
も
よ

ら
ず
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
く
れ
た
こ
と
が
清
水
さ

ん
に
と
っ
て
の
財
産
に
な

っ
た
。
そ
の
夜
に
打
ち
上

げ
を
開
催
し
た
ら
高
く
つ

い
た
の
は
笑
い
話
だ
が
。

   

さ
て
、
そ
う
し
て
完
成

し
た
「
ど
こ
で
も
ド
ア
」

を
ペ
ン
キ
で
塗
る
日
が
や

っ
て
き
た
。
清
水
さ
ん
が

ペ
ン
キ
の
１
投
目
を
塗

り
、
そ
し
て
子
ど
も
も
大

人
も
皆
が
楽
し
そ
う
に
ド

　

任
期
満
了
に
伴
う
柏
原

市
長
選
は
２
月
２
日
に
告

示
さ
れ
た
。

　

立
候
補
の
届
け
出
を
し

た
の
は
、
現
職
で
大
阪
維

新
の
会
公
認
の
冨
宅
正
浩

氏
（
49
）
＝
写
真
＝
だ
け

だ
っ
た
た
め
、
無
投
票
で

３
選
が
決
ま
っ
た
。

　

子
ど
も
が
輝
き
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
柏
原
市
を

め
ざ
す
。

う
日
々
が
続
い
た
。
今
日

の
判
決
を
受
け
て
も
う
娘

の
こ
と
で
泣
く
の
は
止
め

よ
う
と
思
う
。
だ
か
ら
、

こ
れ
で
裁
判
は
終
わ
り
に

し
た
い
。
終
わ
り
に
し
て

ほ
し
い
」

　

母
親
の
さ
つ
美
さ
ん

談
。

　
「
安
優
香
の
喜
ぶ
顔
が

浮
か
ん
で
い
る
。
重
度
の

難
聴
で
生
ま
れ
た
と
き
、

『
将
来
は
手
話
の
み
で
の

や
り
取
り
に
な
り
ま
す
』

と
先
生
に
言
わ
れ
た
。
そ

の
日
は
号
泣
し
た
こ
と
を

今
で
も
覚
え
て
い
る
。
健

聴
者
の
子
よ
り
厳
し
く
育

て
た
け
れ
ど
、
ず
っ
と
つ

い
て
き
て
く
れ
た
娘
に
あ

り
が
と
う
と
言
い
た
い
。

障
害
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ

も
で
き
る
、
あ
れ
も
で
き

る
、
と
教
え
て
く
れ
た
11

年
間
だ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ

見
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
笑
顔
を
た
く
さ
ん
も

ら
っ
た
。
家
に
帰
っ
て
た

く
さ
ん
伝
え
た
い
。

　

こ
の
裁
判
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
私
た
ち
の
よ
う

に
苦
し
む
家
族
を
な
く
し

て
ほ
し
い
と
望
む
。
本
人

の
努
力
次
第
、
健
聴
者
も

障
害
者
も
関
係
な
い
。
親

と
し
て
そ
れ
を
経
験
し

た
。
社
会
の
偏
見
を
な
く

し
て
ほ
し
い
。
す
べ
て
の

障
害
を
持
つ
人
が
生
き
や

す
い
社
会
に
な
っ
て

ほ
し
い
。
こ
れ
が
安

優
香
の
願
い
だ
と
思

う
。
そ
れ
を
私
が
今

代
弁
さ
せ
て
も
ら
っ

た
」

　

判
決
の
日
を
前
に

ア
を
塗
り
た
く
り
、
扉
が

ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
て
い

っ
た
。
完
成
し
た
ど
こ
で

も
ド
ア
は
、
小
学
校
の
入

学
式
や
卒
業
式
で
使
わ
れ

る
。
人
生
の
門
出
で
、
子

ど
も
た
ち
が
ど
こ
で
も
ド

ア
を
開
い
た
先
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
思
い
描
く
未
来
が

待
っ
て
い
る
。

   

同
社
に
と
っ
て
の
今
後

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
子

ど
も
」「
機
械
化
」
だ
。

商
業
向
け
の
別
注
家
具
の

な
か
で
も
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ

ー
等
、
子
ど
も
や
親
子
連

れ
に
喜
ば
れ
る
家
具
事
業

に
注
力
す
る
こ
と
。

　

業
界
と
し
て
も
慢
性
的

な
人
材
不
足
が
課
題
な
の

で
、
国
内
外
の
視
察
を
通

し
て
機
械
化
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
職
人
が
苦
手

だ
っ
た
人
材
に
も
目
を
向

け
ら
れ
る
業
界
に
し
た

い
、
と
清
水
さ
ん
。
業
界

全
体
の
地
位
向
上
に
余
念

が
な
い
同
社
は
工
場
見
学

も
歓
迎
し
て
い
る
。

（
根
岸
健
太
郎
）

社長　清水紀明
松原市柴垣２-976-3
TEL 072-349-6823

株式会社 F L A T

　

柏
原
市
出
身
の
冨
宅
氏

は
立
命
館
大
学
法
学
部
を

卒
業
後
、
八
尾
市
職
員
、

柏
原
市
議
を
経
て
平
成
29

年
の
市
長
選
で
初
当
選
。

前
回
の
令
和
３
年
も
無
投

票
で
当
選
し
た
。

安優香さんが使っていた
当時の定期券と補聴器

どこでもドアのある世界どこでもドアのある世界

柏
原
市
長
選

冨
宅
正
浩
氏
３
選

RoBoHoN を乗せて出発

社 長 清水紀明さん
別注家具製造 FLAT


